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(繹 者 序

第一篇 ニハ、歌 米 ノ療養所及 ビ 「サナ トリウ

ム」 二於 ケル作業療法 ノ歴史 ト現況 トガ記 サ

昭レ、第二篇 ニハ、我國 ニハ未 グ實施 サ レテヰ

ナ イ結核患者 ノ作 業場 ト離住 聚落 トモ謂 フ〈ご

キ施設ガ 紹 介サ レテアル｡昨 年 ノ公立療養所

長會議 ニモ、 「退所 患者 ノ職 業指導」ガ ヒツテ

牛ル シ、漸 ク略 治ニ達 シタ程 度 デ患者 ガ早 ク

村 實 課

モ署師 ノ鑑覗 テ離 レテ、實 生活 ニ入 ラ子バナ

ラヌ様 ナ場合 ガ、我國 ノ公立療 養所退所患 者

中 ニハ多数 アツテ、是等 ノ人 々一再登 ヤ檜 悪

ノ頻 々タル現況 テ顧 フ ト、先 ヅ試験 的 ニテモ

宜 シ イカ ラ、療 養所 ト肚會 トノ中間 ニ斯 カル

施設 ノアルコ トハ、宛 二切望 二堪 ヘナ イ｡由

ツテ拙言睾テ省 ミズ紹 介スル次第 デアル)｡

第 一篇 療 養所 卜「サ ナ トリウム」卜二於 ケ ル作 業療 法

Brehmer・ ・、運動 テ多分 ニ加味 セル療 法 テ實

行 セ シメタガ、其 門人Dettweilerハ 此 虎 二訣

錨 アルテ見 テ、其 反封 ニ出來 ル限 リ、 當初3ケ

月間 ハ嚴格 ナル横 臥療 法 テ實施 セ シメタ.然 ル

ニ間 モ無 ク、 治療 上 モ少 シ蓮動 テ加 フベ シ トノ

聲 ガ再 ビ喧 シクナ リ、先 ヅ第一 ニFelixWolff

へ1892年Albertsbergデ 、4名 ノ結核患者

ニ木挽 卜雪掻 トテ課 シタ｡是 ニ次 ギ程無 ク、

Liebe,Gebser,Weicker,Schultzen,Brecke

等 ハ、最初 ノ國民療養所設立後 二、其庭 デ呼吸

操練 ト徒手膿操 ラ試 験的 二開始 シタ｡後 年 ノ報

告(190+-1906年)二 ・・、掲逸 ヨリ出 デタル此

蓮動 ・・、 英吉利(Paterson)、 亜米利 加(Mary

I.andrサ ナ トリウム」)、和蘭(Vos)、 丁 抹(Hel-

ms)、 瑞 典(Petr6n)、 佛 蘭西(Duballen)、 瑞 西

(Nienhaus,Rollier)ニ 於 テモ、其地盤 ラ固 メ

タ ト記 シ テ ア ル｡1910年Karlsruhe年 會 二於

テ ハ、Koppert,Junker,Schultes,Pischinger,

Liebe,K6hler,Sell,Brecke,Ritter,v.Sch-

eibner等 ガ 、 飢 往 ノ経 験 テ 述 べ テ 大 抵 成 績 良

好 ナ リ ト報 告 シ タ｡後 年 ノ掲 逸 語 文 献 ニ ハ、 本

問 題 ニ 關 ス ル論 詮 ハ 唯 散 見 ス ル ノ ミデ、 或 ハ大

戦 々 傷 者 ノ事 二 關 シ(Liebe,Weicker),或 ハ興

味 深 キ本 問 題 二封 シ、 一 般 ニ 、 好 意 的 推 薦 的 態

度 テ示 シ テ ヰ ル(Bsumler,Schultes,Heim,

Maendl-Hirschsohn,Wiese,Brecke等)｡

英 吉 利 及 ビ特 ニ米 國 二於 テ ハ 、 作 業 療 法 二 關 ス

ル 報 告 ガ檜 加 シ、 殊 二米 國 ニ ハ 「作 業 療 法 ト復

町fk〈Occupationaltherapieandrehabilitation)」

ト題 ス ル特 殊 ノ1月 刊 雑 誌 ガ ア ツ テ、 既 二撒 巻

テ登 行 シ テ ヰ ル｡而 シ テ現 今 特 二興 味 ア ル 問 題

テ総 ベ テ 詳 細 ニ 解 決 シテ ア ル｡
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肉盟 的作業 ガ肺結核患 者 ニ及 ボス=影響 二關 スル

意 見 ハ大禮 ニ於 テハー致 シテヰル｡肺 ノ呼吸 ニ

關 與 スル部分 ニハ、血流 ト淋巴流 ガ旺盛 トナ リ、

其結果該 組織 ノ榮養 ハ良好 トナルモ ノ トシテ ヨ

カ ラウ(Brecke,Turban,Weicker,Holzinger

等)｡心 臓 ガ肺結 核 ノ登生 ト経 過 ニ根 本的 ノ關係

テ有 スル ト考 ヘ シBrehmer・ ・、心臓=機能 ノ改

善 ト、其 ニ由 ル肺榮養 ノ壇進 トテ希望 シタ｡二

三 ノ學者(Paterson,Kuhn,Weicker等)ハ 、

作業 ノ治療 償 テ自家 「ッウベル クリー ン」ノ作用

ニ ア リ ト観 テ、 肉膿作業後 ニ「オプソニ ン」指撒

曲線 二影響 テ及 ボ シテ治療 上数果 アル免疫反慮

ガ起 リ得 ルモ ノデア ラウ ト髪ヘ テヰル｡一 般症

1伏へ 新陳 代謝 トー般盟質 トノ昂 上 二由 ツテ改

善 サ レ(Baumler,Weicker,Maendl,Poh1-

Drasch)、 食思 ハ櫓進 シ、睡眠 ハ佳良 トナ リ、筋

肉 ト神経 系統 ・・良 イ影響 テ受 ヶル(Liebe,Wei-

cker,Freudental)｡患 者 ・・再 ビ自信 テ獲(Hel-

ms)、 己 ノ作業能 力 ノ檜加 テ認 メ、且 ツ、横 臥

時聞外 二醤師 ノ監督 テ受 ケ乍 ラスル適度 ノ作業

・・、患 κガ無理解又 ハ不謹愼 ノ爲 メニ自 ラ傷害

ラ被 ムル コ トテ免 レシムル(Weicker)｡無 柳 ノ

苦 ミト憂雀 ノ感 ジハ除 カ レ、種 々 ノ神脛衰弱 性

苦悩 トー般氣分 ノ轄換 トニ数 果 ガアル(B5um-

ler,Liebe等)｡又 是 ニ依 テ、患者 ガ療 養所 ト安

静療法 トカ ラ1駿業 生活 ニ容 易 ク移 リ得 ルニ至 ル

・・甚グ重要 ナル 事 デ アル(Vos,Helms,Wei-

cker,Brecke)｡後 日 ノ適當 ナル作業 二就 テ ノ

問題 ハ、全 治療 計誌 ノ緊要 ナ部分 テ占 メ子バナ

ラナf(Bsumler)爾 、 既 二作業 ラナ シタ患者

二就 イテ、作業 ノ影響 ラ観 察 シ得 ル醤師 ハ、更

二適切 ナル忠告 ト批刺 トテ 爲 シ得 ル(Heim)｡

又作 業 ハ往々(Maendl,Sorgo)診 断 ノ補助 手段

二用 ヒラレル｡即 チ、反慮 テ起 シ易 イ歌態 二在

ツテ、艦 動 デ再 ビ活動性 テ帯 ビルヤ ウナ病竈 ガ

若 シ肺尖 二在 ル時 ハ、筋肉作業 ニ由 ツテ確定 サ

レル｡斯 ク シテ、Maendl-Hirschsohnハ 、 作

業性病竈反慮 テ2,5(i)名ノ作業患者 ニ就 キ、2年

間 ニ2.9%認 メル事 ガ出來 タ｡此 反 慮 ハ氏等 テ

シテ患 者 ノ選澤 ニ 就 イテ 極 メテ愼 重 ナ ラシメ

タ^

適 當ナ ル患者 ノ選澤 ハ、勿論、療養 所警師 ノ意

見 ノ ミニ從 ツテ行 バ レルガ、恐 ラク、毎 同試験 シ

テ決定 サ レルデアラウ｡作 業療 法 二選澤 セ得 ル

モ ノへ 生盟 ト疾病 トノ間 ニ既 ニ平衡 伏態 ガ成

リ立 ツテ居 ル者 デアル(Simon)｡Vos二 嫁 ル ト

解剖學的憂 化 ハ免疫 生物 學的平衡歌態 ノ度 ニ比

シテ、作 業能力 ノ判断 二へ 夫 レ程決定的 ノモ ノ

デ・・無 イ｡Breckeハ 既 二多少 トモ結締織 テ以

テ園続 サ レタ病竈 ガ呼吸蓮動 ノ接 大 ノ爲 メr障

碍 サ レル コ トテ疑 ヒ乍 ラモ、尚 ホ切 二患者 ノ選

澤 テ愼重 三スルヤウ勧 メテヰル｡大 多数 ノ學者

ハ、疾病 ノ静 止 シタ患者 ハ皆作業 テナ シテヨ イ

ト云 フ意 見 デァル(Helms,Maendl,Weicker.)｡

ツル バンゲルハ ル ト式 分類 ニ縁 ル結 核病攣 ノ廣

サバ、殆 ン ド標 準 トナ ラナ イ｡例 之、Koppert

ハ、 作業可能患者 ノ過牛撒 ハ第二期及 ビ第三期

二厩 ス ト報告 シ、Helmsノ 作 業可能 患者 ノ55

%ハ 第 一期 二、3()%ハ 第 二期 ニ、15%ハ 第 三期

一.,、又Budzynskiノ 患者 ハ夫 々59%、26%、

15%デ ア ツタ｡

禁 忌 ハ、徳 テノ報 告ニ特 ニ指示 シテ アル｡熱 、

進行性乃至重症結核、 出血傾 向、極 メテ多量 ノ

喀疾 、滲 出液、新 シキ肋膜 炎、喉頭疾患、他臓

器 ノ合併症、心臓機能不安定等 テ有 スルモノ

ノ・｡無 論総 ペ テ除外 セ子バナ ラナ イ｡Mend1,

Schr6der・ ・爾ボー層愼重 デアツテ、理學 的症

ナ伏ヤ今迄 ノ経過 カ ラノ・結締織性、無 熱性、退行

性、臨躰的 ニー 見閉鎖性病機 ト見 ラ レル患者 デ、

尚、作業 テ不利 トスル他 臓器 ノ合併 症、一般的

衰弱、貧 血ヲモ認 メラレヌ者 ノ ミテ探 ル ヤウニ

渤 メテ居 ル｡

一 般 ニハ蝕 リ顧慮 サ レテヰナ イガ、計蚕的 デヨ

ク目的 ニ副 フ様 ナ、規則正 シキ監督 ハ、重要鮎

デァル トWeickerノ ・言 フ｡醤 師 ヵラ厩方 セラ

ル ・作業 ガ實 行 シ得 ラル ・モ ノデアル可 キハ、

作業割當 ノ當然 ノ前提 デ アツテ、此鮎 ハ大家 ガ

皆意 見テ同 フスル｡醤 師 ガ作 業 テ鬼方 シ、之 ヲ
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監 督 スル事 ハ多大 ノ時間 テ要 スル｡而 シテ、失

敗 ノ原 因 ハ、屡 ≧、 署師 ヤ監督者 ノ撒 ノ不足 一

在ル｡各 國 ノ陸軍療養所 ガ此要求 テ最 モ容易 二

叶 へ得 ル ハ、其 レガ、常 ニ、嚴格 ナ規律 ト必要

ナ監督者 トテ有 スルカ ラデアル｡瞥 師 ト患者

ガ、作業 テ横 臥及 ビ散歩 ト同 ジ久 治療 ノー部

ト解 スル事 ハ、根 本的條件 デアル｡吾 人 ハ、結

核患 者 ガ罹患 ノ儘、或 ハ増悪 スル事無 シニ作業

シ得 ル カ、 且 ツ、其作業能力 ノ・永績 シ得 ルカ ト

云 フ疑 問 テ提 出 セ子バナ ラナ イ(Vos)｡指 導 力

正 シケ レバ、作業 ハ結核患者 ノ療養」ニニ甚大 ノ

敷果 テ有 スル(Petr6n)｡Rollierハ 、 彼 ノ外科

的結核患者 二於 テ、作業療法 ハ ロ光療法 二同 ジ

ク重要 デアル ト迄極言 シテヰル｡

患 者 ノ作 業療 法参加傘 ハ、 國々 一 ヨツテ大差 ガ

アル｡報 告 二嫁 レバ、Helms(丁 抹)ハ 療養所牧

容患者 ノ約78%、Vos(和 蘭)ノ 、殆 ン ド全患者、

Borgherini(伊 太 利Prasomaso療 養 所)ハ 約

85%、 英 吉利KingEdwardrサ ナ トリゥム」.、

約50%、Roweu.Mariette(北 米GlenLake

「サ ナ トリウム」)ハ 約千躰 ノ中約400名
、KOP-

pert(Berka附 近 ノSophien療 養 所、1.91(')年)

ハ平均 如 乃至50%、Heim(BadLipPspringe

1919年)ハ25%、Pischingerハ 全 患者 ノ4分

ノ1乃 至5分 ノ1テ 作業 サセタ ト云 フ.作 業 ラ

行 フ掲逸 ノ他 ノ療養所 ノ年報 ニモ略 く同様 ノ撒

字 テ見得 ヨウ｡

1日 ノ平均作業時 間ハ1乃 至4,5時 間 デアル｡

又 、 内外國殆 ン ド総 ベ テ ノ療養所指導者 ガ、患

者 テ種 々 ノ階級 ニ分 類 シテヰル事 テ参考 トセ子

バ ナ ラナイ｡自Pチ 、例之、Patterson(英 吉 利)

ノ・、第1級 ハ散歩、第2級 ハ土砂 テ籠 二入 レテ

曳 キヅル事、第3級 ハ小 「シヨベ ル」、第4級 ハ

大 「ショベル」、以上各4時 間宛、第5級 ハ手斧

使用 テ6時 間課 スル｡Weickerハ 大 戦 中G6r-

bersdorf衙 戌 病院 デ患者 テ4群 ニ分チ、第1

週 カラ第3週 迄 ノ者 テ第1群 トシテ四横臥療法

テ行 ハ シメ、第4週 カ ラ第6週 迄 テ第2群 トシ

テ三横 臥療法 ト徒手禮操、散歩、作業 トテ課 ス｡

第3群 ハ第2群 ト同 ジデアルガ、二横臥療法 ノ

ミデ、蓮動 ト作業 ノ機會 テ増 シ、第4群 バー繊

臥療法 ノ外 ハ、漸次使 用償値 アル性質 ノ作業 テ

日課 トスル｡Helms(丁 抹)ハ 第1部 ノ患者 ニ2

時 間牟、第2部 ノ患者 二3時 間牛 ノ作業 ト、雨

者 トモ3時 間 ノ散 ル ラ課 ス｡Frimley「 サ ナ ト

リウム」(英 吉利)ハ 、少 イ者 ガ約2時 間、多 キ

ハ4時 間牛、Budzynski(波 蘭)・・、患者1川 名

中80名 二1時 間、20名 一2時 間、Vosハ 、毎朝

i通常1時 間15分 宛 、Elliesen(Wilhelmsheim>

ハ、 日々1時 間牛宛、作 業 サセル｡概 シテ、適

慮症例 ノ作業療法 ハ、4乃 至6週 間 ノ横 臥療法

後 二始 メルガ宜 シ イ｡

作 業 ノ種類 ハ、男 女 二依 ツテ差別 スル外、療養

所 ノ位置 ト季節 ラモ考慮 セ子バナ ラナ イ｡一 般

二、読書、 「ラヂ才」、婦人 ノ骨 ノ折 レナ イ手仕

事 ハ氣分 ノ軸向 ト云 フ描 デハ心理學 上輕 ンズ可

キデノ・無 イガ、嚴格 二言 ヘバ、作業療法 トハ謂

ヘナ イ｡

古 イ報告 ハ(KoPPert,Junker,v.Scheibner,

Bsumler,Weickert,Liebe,Sell,Brecke,

Schr6der等)、 男子 ニノ・、庭園、森 林、原野、

農場等 ノ作業、養 蜂、養 禽、其他 指物、木 工、

錠前 工、藍編 ミ、製本、維蟄 、美術工藝、女子

一ハ、裁縫、補綴 、喫 斗掛、又、家庭、厨房、

食堂 ノ手傳 ラ適常 デアル ト云 フ｡冬 期、殊 二雪

國 デノ・、厘 ≧、道路 ノ雪掻 ラ塞 ゲル｡外 國 デモ

以前 ハ特 二戸外作業 テ上記 ノ分類 ニ從 ツテ選 ン

ダ｡最 近、特 ニ和蘭、丁抹、北米 ノ報 告 ハ、一

般 ニ行 バ レル田園作業 ノ外二、盆 支工業的作業

テ加 ヘテヰル｡

特 ニ和蘭 ト北欧諸國 ノ 「サナ トリウム,生 成績

ノ・、結核患者 二特 ニ適慮 シタ職業 ガア ラウ ト云

フ古 イ信念 テ震憾 サ セタ｡戸 外職 業 ハ永年唯一

ノ活動領域 デアル トー髪ヘ ラレタ｡之 ガ結核患者

二是非開 カ レ子バナ ラヌ ト思 ハ レタ｡患 者 ノ從

來 ノ職業 ト醗 リ異 ナ ラヌ方面 ノ工場 内機械作業

一、患者 テ塵 方 ニヨ リテ從事 セ シムル事 ガ最 モ

必要 ダ ト知 ル ニ至 ツテ、全日 ノ登展 ラ招來 シタ、
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(Brieger、｡患 者 テ作業 二適慮 セ シムル ノデハ無
ロ

ク・適 當 ナ作業 ヲ患 者 ニ授 クル事 ガ肝要 デ アル

(Roweu.Mariette)｡

作 業 ノ報酬 ニ關 スル現代 ノ意見 ハ、以前 トハ大

イニ相違 シタ｡以 前 ハ掲逸 一般 二、僅少 ノ報酬

即 チLiebeノ 言 フシル シバカ リノ報酬(Sym-

bolischerPreis)テ 與 フ可 シ ト考ヘ タ リ、作 業

其 ノモ ノガ報 酬 ナ リ ト云 フ立 場 ニ 立 ツテヰタ

(K6hler)｡或 督(v.Scheibner,且elms)ノ ・初 メ

金 銭 テ、後 一・・「ピール」4分 ノ1立 力伽蛛1杯

テlfiヘ タ｡古 來、作業療法署家大部分 ノ意 見ハ、

以 前 カ ラ、療養所 内作業 ・・、横 臥康法或 ・・散歩

ト全 ク同 ジ クー治療 方法 ナ レバ、如何 ナル場合

ニモ決 シテ報酬 テセズ ト言 フ ノデアル｡療 養所

患 者 ハ療 法 トシテ指 定 サ レル作 業 テ凡 テ無報酬

ニ爲 ス義務 テ員 フ(丁 抹 デハ法律 デ規 定 シテア

ル)(Vos,Helms)｡

北 米 デハ、特 ニ近 年作 業療 法 ガ療養 所療養 ノ主

要部分 テ占メ、 一般 ニ、患 者ハ製作有 償物 ノ金

銭配 常 ヲ純利 益 ノ5割 迄 デ受 ケル｡其 地 ノ 「サ

ナ トリウム」 ノ圭要 ナル努力 ハ患 者 ガ後 日再 ビ

己 ノ職 業 ニ携 バ リ得 ルヤウ、庭 方 ニ ヨッテ工業

的作業 テ課 ス事 デアル｡作 業ハ殆 ン ド皆閉 メ切

ツタ室内 デ行 ハ レテヰル｡患 者ノ・將來 モ從事 シ

得 ル作業 テ入所中 二學 バ子バ ナ ラで、而 シテ作

業 テ理論的 ニモ實地 ニモ充分 二修 メテヰ子バナ

ラ ヌ.英 吉利 ニ於 テモ、療養所 二於 ケル職業 ノ

完成 ト職 業 ノ改攣 トハ、大 二重 キテ オカ レテヰ

ルレo

外國 ノ療 養所 デノ・、特 ニ、作 業額 ノ統 計 テ暴 ゲ

テ アル｡例 之、Helmsノ 統 計 ハ、1年 間 ノ作 業

患者156名 一 ヨル作業時間 ハ、庭 園作業3()0時

間 、屋 内作業12只{}時 間、裁縫123(1時 間 、事務

室作業4UO時 間 デァル｡

掲 逸 ト諸 外國 トノ療養所作業 ノ根 本的相違 ハ、

本態 的 二{ヘ バ、掲逸 デノ・之 二多 ク手 テ著 ケタ

ニ拘 ラズ、是 テ義務 トスル迄 ニナツテ居 ル療養

所 ガ殆 ン ド存 シナ イ事 デ アル｡掲 逸 ノ年報 ニハ、

「自獲 的 二成 サル」｡「 若干時間作 業 テ許 ス」｡「本

週間 ハ作業 テ許 ス」｡ト 普通 記載 シテアル｡Si-

monハ 、 「作業療法 ガ人氣 テ獲 タコ トハ未 ダ無

ク、又外國 ニ於 ケルニ反 シ、充分 實施 セ ラ レ得

ナカツタ」ト記 シタ(1924年)、 又Wieseガ 、「少

数 ノ幸蓮者 テ除 キ、概 シテ作業療法 ハ可 ナ リニ

失敗 シタ.而 シテ是 ハ馨師 ト患者 トノ間 ニ永久

ノ雫論 ノ種子 テ蒔 イ タ事 テ貴下等 ハ承認 スルデ

ア ラウ」ト言 ヒ(1925年)、Briegerノ ・、「掲逸 ノ

作業療法 ハ始 ハ熱心 二漱迎 サ レタガ、實施 スル

ニ至 ラズ、結局試験 ノ範 園 テ出 ナカ ツタ｡高 々

爾時々作業療法 ノー種 トシテ庭園作業 ガ行 ハ レ

タガ、 兎二角系統 トハ成 ラナカツ タ」 ト記 シタ

(1928年)ノ ・・、敦 レモ尤 モデ アル｡叉Ulrici

ガ掲 逸肺療養院 ノ1921及 ビ22年 度 報(此 年報

ハ遺憾 乍 ラ其後登行 サ レヌ)ニ 、作業i療法 ニ就

イテー言 モ記 シテヰナ イノハ不思議 デアル｡

殆 ン ド全部 ノ療 養所 醤師 ガ作 業療 法 ノ質成者 デ

ァルケ レドモ、一般 ニi善シ ト承認 セ ラレタル思

想 ノ實行 ニ未 ダ 統一 ノ無 イ事 ハ 遺憾 デァル｡

Helms・ ・、既 二1910年 ニ次 ノ如 ク記 シタ｡「掲

逸 ノ療養所 ニハ、秩 序的 ノ作業 ガキチ ン ト行 ハ

レテ居 ル トハ言 ヒ難 イ｡夫 レハ寧 ロ例外 デアツ

テ、 是 テ盛 ニ スル事 ハ困難 デアル」 ト｡●作業療

法 ガ 明 ニ失敗 シタ原因 ハ 種 々二 屡 ゲラ レタ｡

BriegerハHe}1endoorn二 於 ケルVosノ 模 範

的業績 ニ關 シ、其要貼 ハ、療 養所療養 二秩序 ア

ル作 業療法 シカモ工場療法 テ結合 サセタ塵 二在

ル ト考ヘ タ｡時 間的 ニ庭 方 セ ラレタル作業 ハ實

償 アリ、其 製品ハ商 品 ト爲 シ得 ルモ ノデアラ子

バナ ラヌ｡夫 レハ「怠惰 ナ作業、(Schultes)ヤ 、

「娯樂的作業」(Ritter)デ ア ツテハ ナラナイ
｡丁

度、現今 ノ事情 ハ、 既 ニ19・IO年 ニ(K6hler,

Ritter,Pischinger等)掲 逸 ノ療養所 ニ於 テ重

キテナ シタ社會政 策上 ノ問題 テモ放梛 シテオ ク

`事 テ許 サヌ デアラウ
｡掲 逸 ノ療養所患者 ノ精紳

撒態 ハ、 丁抹、和蘭、北米 ノ患者 ノ トハ異 ナ リ、

ドンナ良 キ啓蒙的作業 デ アツテモ、「作業 セヌ者

ノ・蹄宅 」ト云 フ標語(Helms,Vos)テ 承 認 スル患

者 ハ無 イデア ラウ｡且 ツ療養所 ノ位置 ノ邊鄙、
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場所 ノ狭隆、馨師監督者 ノ不足等外部的困難 ガ

ァル｡緊 要ナ事へ 多撒患者間 ノ不信テ除 ク事

デアツテ、膿操練習ノ好結果 ト作業 ノ厭 フ可キ

鮎 トテ庭別 スル時二恐 ラク成功 シヨウ｡掲 逸 ノ

療養 所ハ、斯 カル迂路 テ経 テ、現 今非常 二要求

サ レテヰル秩 序 アル作 業療 法 テ再 ビ成功 サ セタ

イモ ノプアルレ｡

第 二篇 工 場 作 業(Werkstattenbetriebe)及 ビ離 住 聚 落

(Siedlungskolonie)a於 ケ ル作 業 療 法

上記 ノ如 ク、濁逸 ノ療養所 ノ作業療法 ハ、最良

ノ認識 ト多大 ノ好意 ガ有 ツ タニモ拘 ラズ、 今 日

迄 充分 二 登達 シナカツタ.「 アフター ケー ヤ」

(,,Aftercareも)2Pチ 「恢復期患者」(,,Expatien-

ten,,)ノ 後 療法 ナル 概 念 ハ、英,米 、 蘭、各

國 ニ反 シ●、掲逸 ニハ尚普及 スルニ至 ラナカツタ｡

ケ レ ドモ、 此方面 ノ最初 ノ若 想ハ掲逸 デ獲表 サ

レテヰル｡FelixWolffノ ・既 ニ1892年 二 或 記

録 二次 ノ如 ク護表 シテヰル｡「 國民 「サナ トリウ

ム」 ノ適當 ナル患 者 ラ、 安易 デ調整 ト監督 ノ嚴

重 ナ作 業 二参加 サセ得 ルヤウ結核患者作業聚落

テ創 立7・ル必要 ガ アル」 ト｡1899年Bouncart

(Cannes)・ ・、結 核豫 防中央委 員會 ニ田舎 ノ聚落

ノ債値 二關 一ヘル論文 テ提 出 シタ｡其 後 間 モ無 ク

(1902年)LiebrechtトKUnz6rト ノ・、イ白木木ニ

於 ケル第一 同國際結核會議 二主 旨ラ提 出 シテ、

田舎 ノ離仕聚 落 ノ要貼 テ漏 ラス所 ナク述 ペ タ｡

Stubeckshorn及 ビSannum試 験 聚落 ノ経験

ハ、1905年 二報告 サ レタガ、遺憾 乍 ラ前者 ハ全

然失敗 二終 リ、後者 ハ暫噺 隆績 シ得 タ｡結 核患

者 テMadeiraカ 、 狽領西南亜弗利加 へ移住 サ

セヨウ ト云 フKatz(1903年)及 ビ其他 ノ提案 ニ

封 シテSchr6derトGoldschmidtガ 警 告 シタ

ノ・・尤 モデアル｡中 間療養所(Ubergangsheil-

st5tte,Friedeberg)、 或 ・・離 住聚落(Leube,

Schr6der,Liebe,Schultes)設 立 ノ聲 ・・繰 リ返

シ上 ルケ レ ドモ、失敗 ニ懲 リテ誰 モ敢 テ之 テ再

始 シナ イ｡斯 カル設 備 ノ必要 ヲ読 イタ報 告 ハ、

大 戦後 二至 ツテ再 ビ檜加 シテヰル(Dorn,v.

M611er,Mackle,Brieger等)｡此 方 面 ノ小規

模 ノ試験 ・・1929年MUnchen郊 外 ノSolln一Wa・

1dwieseデ 小 見 ノ爲 メニ行 ハ レ,好 成績 テ墾 ゲ

タ(Baeru.v,Geyr)｡恐 ラ ク、濁 身者休養所

(Ledigenheim)(Brauning,BUttner-Wobst等)

テモ,此 ニ算 ヘテ差支ヘ ナカ ラウ｡

且elms(丁 抹)・ ・翫 二1910年 ニ小規模 ノ離住聚

落 テ創設 シタ.即 チ療 養所近 傍 ノ家屋 二7名 ノ

患者 テ住 マハ セテ1日 δ乃至6時 間作業 テ課 シ

タ｡

Rollier(Leysin)ハ 作 業 傾値 テ充分 ニ認職 シタ

最初 ノ人 々 ノ中 ノ1人 デァツテ,説 一909年

二、瑞西 二最初 ノ作 業聚落 テ創 メタ｡夫 二次 デ、

後 年Novaggioニ 軍 除關係者 ノ聚落 ガ設 ケ ラ

レタ(Feld)｡撒 十年來此種 ノ作業 ノ中心 ガDa一

vcsトArosaニ ア ル事 ハ未 ダ充分 二世間 ニ分

ツテ居 ナ ィ｡Davosニ ハ漸 ク此頃、結核患者中

央手職所(Handarbeitszentrale)及 ビ嫁 入仕度

品業(Aussteuergeschaft)ガ 創 メラレタ｡(Be-

hrens)｡1928年 施 行瑞 西新結核 法令 ハ、此蓮動

ニ適 合 シテ、第十條 二療養所 設立 等 ノ外 ニ、居

往地及 ビ作業所 ノ設立 ニモ蓋 ス可 キ子各州 ノ義

務 ト規 定 シテヰル｡

北 米 デハ、恢復期患者作業療法問題 ハ、聚 落、

林間宿泊所、職 業學校 ノ設立拉 ビニ特 二作 業場

経 畳 ニ ヨツテ確 定 テ見 タ(Pattison,Jakobs,

Roweu.Mariette,L.Rabinowitsch)｡最 初

ノ試験 ・・1890年 代 ノ末 二Marylandデ 行 ・・レ

タ農園聚落 デ ァル｡此 種 ノ庇護的 田園作業 ハ、

今 尚纏i緬 サ レテヰル カ(Potts-Memorial,Tom-
'ahawkLakeCampe

,DetroitFarlnColonie

等)、 他方 デハ益 支工業 的作業 ニ攣 ツ久,「 サナ

トリウム」ト屡 支連絡 アル此種 ノ聚落 ハ、各種 ノ

工業的作 業 テ行 ヒ(仕立職、 署師 ノ豫防衣製作、

時 計製造、美術 工藝、精巧機械製作、寳玉細工
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等)大 イニ其 眞贋 テ認 メラ レタ｡紐 育 ノ仕立物

工場(Altroworkshops)ハ 、1915年22名 ノ職

人 テ以 テ創 業 シテ以來、533名 ノ結核 患者(其

3分 ノ1・ ・開放 性),又 現在 ・・恢復期 患者73名

ガ働 キ、 非常 ニ好 評 テ博 シテヰル｡是 等 ノ設備

ハ凡 テ、後療 法 トシテ結核 患者 テ庇護 的條 件 ノ

下 ニ工場作業 二從事 サセル考 ガ正當 デアル事 テ

詮明 シテヰル故 二、Briegerガ 確 認 シタヤ ウニ、

根本的意義a有 スルモ ノデアル｡此 虎 デHen-

ryFordsノ 工 場 ニ・・開放性 ヤ閉鎖 性結核 ン職

工 ガ約千 名從事 シテヰル事 ラ同想 セ子バナ ラナ

イ｡

佛 蘭西 デ・・、 「サナ トリウム」村(D6r-Sanatori-

en)テ 創 設 シテ、作業可能結核患者 ノ離 住地 テ

試設 シタ(1925年Jchok)｡

和 蘭 ノ・、療養所 作業療 法 モ最 モ旺盛 デアル ガ、

又Papworth1組 織 ニ倣 ヒ、離住聚落設置 テ

始 メタ(Bronckhorst-Apeldoorn)｡

伊 太 利ハ、Mussoliniガ 最 モ大規模 ノ事業 テ承

認 シ(Bl6mel)、 羅 馬市外 一作業可能患者 ノ新

大聚 落 テ設 ケタnComoノ 近 傍 ニノ・小規模 ノモ

ノガアル｡

英 吉利 ハ、Varrier-Jonesノ 優 秀 ナ才力 テ挨 ツ

テ始 メテ 模範聚落 ガ 創設 サ レタ｡其 根本原則

へ 世界何庭 ニテモ模倣 サル可 キモ ノデァ ラウ｡

Varrier-Jonesノ 、1916年 、Bournニ 小規 模 ノ

結核 患者聚落 テ創 メテ7k敗 シ、後 二之 テPap-

worth二 移 シタ｡當 初 ハ数 名 ノ職傷者 ガ僅 カナ

家屋 ニ住 ツテ成立 シテヰ タ此聚落 ハ、現 在総数

560名 ヲ 包容 シ、其 中ニハ 健康見 童90名 ラ撒

ヘル｡斯 カル聚落 ノ要鮎 ハ衛 生的住 居 テ得 ル外

一、適 當 ナル輕 易 ノ作業 二從事 シ得 ル事 デ アル
｡

又 、患者 ガ、本來 ノ職 業 ニ從事 シ得 ル様 ニスル

カ、夫 レガ不可能 ナラバ、新職業 テ學 ビ得 ル様

ニスル｡併 シ、決 シテ不 適當 ナ職業 二職替 ヘサ

セテハナラナイ｡第 一若 ニ農園作業 ハ屡 く推構

セラル ・ケ レ ドモ、疑 モ無 ク不適當 ナ職業 デ ア

ル｡農 業勢働 ハ熟考 セヌ者 ノ夢想 デァリ、斯 カ

ル意 見 二從7者 ハ破滅 ノ不幸 テ見ル事 ガ アル」

ト云 フVarrier-Jones二 余 ノ・全 ク同感 シテヰ

ル｡作 業 ニ選 バ レタ患者 ノ・、観察所 テ経 テ、「サ

ナ トリウム」へ行 ク｡其 「サ ナ トリウム」ハ、Pa-

pworthノ 特 色 デアツテ、掲逸 ノ氣 候 デノ・遺憾

乍 ラ實行 シ難 イ｡夫 レハ「小屋(,,Shelter")」90

個 ヵ ラ成 リ、其 敦 レニモ、寝 皇、椅子 、卓子 テ

備 フ｡此 小屋 ハ特 ニPapworthノ 製 品 デアツ

テ、患者 ・・其 内 デ、横 臥療 法 ラ爲 シ、 夜間 テモ

過 ゴス｡管 理事務所 ノ建物 ニハ、食堂、休憩所、

炊事場、浴場等 テ有 ス｡小 屋 ノ近 傍 二、指物、

美術指物 、家具、園 藝具、「バ ラック」建 築材料、

鞍 、靴、椅子布 團等 ノ製作 工場、金銀細工場 ガ

在 ル｡小 屋住 ミ期間 ニ「サナ トリウム」作業療法

ガ始 マル｡患 者 ハ署師 ノ監督下 二漸次 日課 テ増

シツ ・、1日 一4時 間迄作業 シ得 ルニ至 ラ子バ

ナ ラヌ｡是 ガ患者 ノ健康 二有利 デアル時 ハ、次

ノ離 住家屋 ニ移 サ レル｡其 慮 デハ濁身 舎(Ledi-

genheim)カ 、 希望 ニ依 ツテノ、、家族 舎(Einfa-

milienhaus)一 、其 家族iト共 ニ住 ム｡其 製品 ハ、

契約 ニ稼 リ、倫 敦 ノ商會 カ ラ費 却 セ ラ レル｡工

賃 ハ週彿 ヒデア リ、 凡テ搾 取 スル事 ハ嚴禁 セラ

レテヰル｡作 業経螢 ハ、 管理 上療 養所 ノ手 テ全

ク離 レ、全然掲立 シテ患 者 自身之 ラ経管 シ、使

用人 、職 工長、指導者 テ敦 レモ患者 ノ技禰 ニ磨

ジテ選 出 シ、 自給経螢 スル故、螢展 ニ要 スル補

助 ハ比較 的僅 少 デ足 ル｡

英 吉利 ニハ、此模範的設備 ノ外 二、原 則 ラVa-

rrierJonesニ 倣 ツタ離住聚落 ガ爾二三在 ル｡

1926年 某 委 員會 ノ確 メタ所 デハ,英 吉利 ニハ聚

落 デ仕事 テ見出 シタ療 養所退所 患者 ハ、420名

アル ト云 フ｡英 吉利 ノ職 業學校 ノ目的 ハ、事情

ニ鷹 ジテ、療養所退所患者 ニ必要 ナ職 業 ノ改習

ラ得 シムルニ ァル｡一 般 ニ、英 吉利 ニハVarr-

ierJones流 ノ質成者 ガ甚 ダ多 イ(Menzies,Mc

Dougall,Watt,Allen,Chapmann等)ガ 、勿

言命反封 者 ハ彼塵 ニモ(Cox,Ford,Struters)ア

ル｡丁 度掲逸 ニモ(Rapnow,Paetsch,且inzel

mann)ボ ツボ ツ在 ル様 二、是等反封 者 ノ 危惧

ハ、一部 ハ経濟1貸 経螢1ソ モ ノ、一部 ハ患者
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ノ精 神 ガ此考 ノ實行 ニ妨害 ラセヌカ ト云 フ ノデ

ア ルレ｡

幸 ヒ、我 ガ掲逸 ニモ近年 此離佳 思想 ラ漱迎 スル

者 ガ 」曾加 シ タ(Kayserling,Liebermeister,

Steinmeyer,Biesenberger,W61z,Brecke ,

Bochalli,v.Legat,May,Walder,且uwald ,

Levy)｡然 ル ニ此思 想ハ、多方面 カ ラ承 認 サ レタ

ニモ拘 ラズ、 既 二久 シク實施 ニ至 ラナカツタ事

ノ・、驚 カザ ルテ得 ナ イガ、容 易ナ ラヌ失 業時代

二・・、20年 以上 モ前 ニ嘗 メ タ失敗 ガ其原因 デア

ル事 ハ明 白デ アル｡然 シ、往時 ノ離住 聚落 ハ道

ラ躍 ミ誤 ツテヰ タ事 ラ此際忘 レテノ・ナ ラナイ｡

當 時 ハ、特 二農園作業 テ ノ ミ考慮 シタ｡現 時 デ

モ爾僅威 アル大 家 ガ斯 カル種類 ノ作業 ラ宣傳 ス

ル ノテ聞 クガ、其 考ノ・全 ク誤 ツテヰル｡英 米 ノ

設備 ガ詮明 シタ如 久 要鮎 ハ工場作業 二在 ル｡

勿 論、此離往地 ニモ、小規模 ノ造園作業、小動

物飼養、養蜂、養獄 テ加 へ得 ル｡併 シ、余 ハ是

等 テ娯樂設備以上 トハ考 ヘ タイガ、患者 ノ生計

ノ・決 シテ之 レカ ラ支 へ得 ラ レナ イ｡又 、往年 ニ

ノ・肺尖疾患 ノ輕症 患者 ノミテ 聚落 へ 途 ル ト云

フ誤謬 ガ行 ハ レタガ、現今 ノ事情 ト見解 デハ、

特 二開放性結 核患者 トー部 ノ作業可能結核患者

二、此経管 ガ開放 セ ラ レ子バ ナ ラナ イ｡斯 様 ナ

工合 デ防疫 上ニモ償値 アル實績 ガ塞 ゲ得 ラレヨ

ウ｡爾 、過去 ノ掲逸離住聚落失敗 ノ原因 ハ、是

ヲ掲立事業 トシテ、療 養所或 ハ病院 ヵ ラ遠 ク隔

テ ・置 イタ爲 ノデ アル｡

1926年 、結核患者離住協 會(VereinfUrTuber・

ku16sensiedlungene.V.)ガ 、 本部 ラChar-

lottenh6he(WUrttembergischerSchwarzwa-

ld)二 置 イテ創立 サ レ、創立 ノ短期 間 ニ會員約

千 ニ達 シ、代 表的 ノ人 士 モ参加 シタ.「 協會 ノ・、

公盆 テ旨 トシ、結 核患者特 二戦傷結核患者 ニテ

i療養二所療養 テ爲 シタ後 モ、爾傳染 ノ危瞼 アル者

テ隔離 シ全治 セ シメン爲メ、母療養所近傍 二協

會 ガ設 置 シタ田園離佐聚落 二是 テ委託 スル ヲ目

的 トスル｡患 者 ハ聚落 二起 居 シ、一 定 ノ時間制

デ適 當 ナ屋 内作業 二從事 セ子バナ ラナ イ｡此 離

佐聚落 ハ、母療養所 トニ 三粁 テ隔 テ、能 フ限 リ、

之 ト氣候條件 テ等 フスル」｡

余 等 ノ・余等 ノ計垂 テ實 行 スルニ際 シ、Varrier-

Jonesノ 根 本思想 ニ從 ツテ、是 テ掲逸 ノ事 情 ニ

適 磨改攣 シタ｡狽 逸 ノ法律 ハ際限 ナ ク登展 シ得

ル大規模 ノ聚落設 置ラ許 サナ イ｡之 二反 シ、各

療養所 ト結核病院 トニ連絡 セシメ約50乃 至100

名 テ牧 容 スル離住地 ノ設置 ハ可能 トナ ラウ｡其

時 ニハ幾分 力或 バー時的 ニ作業 シ得 ル多数 ノ開

放 性結核 患者 ガ職 ラ得 テ、新 シイ生活 内容 テ見

出 シ得 ヨウ｡余 等 ノ建築計鑑 ハ、 目下其筋 ニ提

出 シテアツテ、遺憾 乍 ラ近接町村 ノ紗 カ ラヌ反

封 ガアルガ、Charlottenh6he國 民 療養所近傍

二、約50名 ヲ牧容 シ得 ル様 二、二三 ノ家屋 テ目

論 ンデヰル｡患 者 ハ其 腿 デ療 養所療養 テ 纏績

シ、再 ピ肚會 ノ重要 ナルー員 ト成 ル迄留 ル｡作

業不能 者 ノ・療養所 力乃 至病院 ニ何時 ナ リトモ之

テ途 還 シ得 ラ レ子バナラヌ｡作 業 ハ、男子 ニノ・、

板紙細工、精 巧機械類、 寳石細 工、彫刻、指物、

編細工、小間物類 細工、女子 ニハ、裁縫、 署師

看護婦、看護 人 ノ豫 防衣製 作、藁編 物、美術 工

藝 品製作等 テ計書 シテヰル｡

反 復力設 ス可 キノ・、指導署師 テ有 スル母療養所

ガ其離住聚落 ノ理 想中心 タル可 キ事 デアル｡而

シテBriegerノ ・「掲逸 ノ離仕思想 ノ團 士 デアル

Dornガ 離 庄地 ハ療 養所 カ ラ生 レ出 ヅ可 シ ト要

求 スル ノノ・尤 ナコ トデ アル」ト言 ッテ居 ル｡

Breslau郊 外 ノHerrnprotschニ 於 テノ・、先

ヅ病院附属 ノ聚落 ニ患者 テ移住 セ シメル｡Brie一

ger(Herrnprotsch)ノ 、、 目標 ラ誤 ラザ ル廼 進

的 ノ研究 ト、重 ナル階級(v.Legat,Breslau

結 核 豫防協會)ヨ リノ並 々 ナラヌ後援 テ受 ケテ、

英吉利 ト和蘭 デ見學 シタ トコロノモ ノデ余等 モ

数年來努力 シ來 ツタ事 テ、濁逸 二於 テ實現 スル

事 ニ成功 シタ｡Herrnprotschニ ノ・、本年(1928

年)離 住作業場 ガ實現 サ レテ、2個 ノ濁身舎 ニ

各 々恢復期患者15名 分 ノ居間 ト作 業場 トテ設

ケ タ｡術 又、約30戸 ノ家族 舎 ニ ハ 恢 復期患者

ガ其家族 ラ件 ヒ有利 ナル條件 ノ下 ニ居住 シ得 ル
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様 計壷 サ レテヰル｡工 場作業 ハ規 定通 リ時間給

或 ハ工程給 ニ從 ツテ支彿 ハ レ子バナ ラヌ｡現 在

且errnprotschニ 在 ル裁縫、製 本、銀 力細工、

馬 具製作、錠前工等 ノ工場 テ更 ニ完成 シヨウ ト

スル計叢 ガ アル｡今 ハ決 シテ先 入観 ニ捉 ハ レナ

イ事 ガ最 モ肝要 デ アル｡作 業 ノ室、方 法、速度 時

間 ヲ適當 ニ選澤 スルナ ラバ、結核 患者 ニ適 セシ

メ得 ナ イ作業 ハ無 イ｡Vosハ 困 難 二償 レタ患者

ノ爲 メニ鍛冶 工場 ヲ設 ケテ此主張 テ支持 シタ｡

且errnprotschノ 最 初 ノ離住作業 場 ガ掲逸 ニ於

ケル近代作 業療 法 ノ登端 トナル事 ラ所 ル｡勿 論

何 塵 力他 ノ庭 ニ開拓事 業 二努力 スルハ更 ニ大 ナ

ル慣値 アル コ トナ ルモ、斯 カル離住地 二於 テハ、

患者 二最高 ノ喜 悦、作 業 ノ漱喜 ト、健 康 テ獲 ル

希望 カ ラ湧 クー切 ノ道徳 的力 トガ、再 ビ與ヘ ラ

ルレ・ア アラウ｡

(課者記｡数 多ノ謬考文獄記載 シアレドモ省略ス)｡
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肺 萎 縮 療 法 ル持 綾 的 穀果

WilheltnRudorf:Dauere置folgederLungen

Kollapsbehandlung.

Berlin市 結 核 病 院WaldhaugCharlottenburgニ 於 テ

1918-192S年 間 ニ 開性 結 核 患者1128名 ニ 施 シ クルレ

萎 縮 療 法 ノ持 績 的敷 果 ニ關 ス ルレ調 査 ノ報 告 ナ リ｡コ

コ ニ所 調 持 績 的 数 果 トノ・萎 縮 療 法 施 行 後2年 ニ 結 核

菌 ヲ排 出 セ ザ ルレモ ノ ヲ云 フ｡

治 療 ノ種 類.實 施例 数 及 ビ 持 績 的数 果 ヲ 得 タルレモ ノ

ノ例 数 ハ次 ノ如 シ｡

手芋績 白勺交女果治 療 例 藪

ヲ得 シモ ノ

一側人工氣胸(補 助f術 共)771

雨側人工氣胸(補 助手術共)72

難 灘(鰯 手術)
胸廓整形術蛇ニ栓塞術

231

54

227く29.4タ6)

14て19.496)

56く24.3タ6)

24(44.0ク6)

総 計 1128321(28.5タ6)

人 工氣 胸 法 ニ テ ・・退 院 時 ノ成 績 ガ 持績 的成 績 ヨ リモ

良 好 ナルレが捻 除 術 ニ テ・・之 レニ反 ン初 期成 績 ヨ リモ

持 績 的 致 果 ノ 方 優 レタ リ、 コ ノ關係 ハ 是 等雨 方 法 ノ

作 用 ノ相 異 ニ基 ヅ ク モ ノ ナ リ｡氣 胸 ・・年 齢15歳 マ デ

ノ子 供 ニ最 モ有 数 ニ シテ35歳 迄 ノ者 ニ ノ・稽穴 成 績 悪

シ ク夫 レ以 上 ノ 者 ニ ノ・爾 ホ 成 績 低 下 ス｡軍 掲 手 術 ト

シテ ノ捻 除術 ノ・35歳 及45歳 以上 ノ 老 齢 ニ テ モ 尚 ホ

好 結 果 ヲ示 セ リ｡萎 縮療 法 ・・菌 ノ 詮 明 セ ラ レタ ルレ者

ニ ノ・成 ルレク ケ 早期 ニ行 フ程 敷 果 大 ナ リ｡

氣 胸療 法 ノ 成 績 ノ・ソ ノ治 療 期 間 ト關係 ア リ少 ナ ク モ

2ケ 年 ノ・連 績 ス ベ シ｡氣 胸及 ビ捻 除術 ヲ 行 ヘ ルレ患 者

ニ シテ 退 院 時 閉性 トナ レ ルレモ ノ ニ 於 テ ・・ソ ノ後 長 期

ノ礁 中物 以曙 迄一常ニ鰭 ナ リキ、カクノ如ク

退 院 時 ノ状 態 ノ・持 績 的敷 果 ト大 ナ ルレ關 係 ア ルレガ故 ニ

患 者 ノ・能 フ限 リ 閉鎖 性 トナ リテ 後 退 院 セ シ ムルレヲ要

ス｡(柴 田抄)

油 胸 二關 ス ル實 験 第 二 報 告

CarlWaitz:EXperimentellesZumOleothorax.

試 獣 ハ兎 ヲ使 用 シタ リ、 豫 メ2-4ケ 月 間 氣胸 ヲ施 シ

タ ルレ後 油胸 ヲ 行 フ(右 側)、3ケ 月 後 及 ビ1年 後 ニ撲

殺 剖 見 セ リ｡ソ ノ所 見 一 訂 レバ 油 倒 ノ 注入 ニ ヨ リテ

肺 臓 萎 縮 ノ起 リ得 ルレ事 ノ、肋 膜 が 癒 著 ノ傾 向 ア ルレ場 合

ニ於 テ モ 爾 ホ ソ ノ可能 性 アルレが 如 シ、 然 レ ドモ油 剤

ガ"損傷 セ ルレ肋 膜 ニ封 シ大 ナ ルレ刺 戟 ヲ與 フ ルレ事 實 モ看

過 ス ルレ事 能 ノ・ズ、 試 験 動 物 ニ 於 テ 油 ガ結 締 織 性 ノ組

織 化 ヲ起 セ ルレ・・之 レヲ 實 謹 ス ルレモ ノナ リ｡若 シ油 胸

ヲ治 療 ニ用 フ ルレニ 時 期 爾 早 ナ ルレ時 ノ・肋 膜 ノ被 ム ルレ害

ノ・遙 ヵ 二 大 ナ ルレベ シ、 油 胸 術 ノ適 鷹 ノ・一 層 嚴 密 ナ ルレ

ヲ要 ス｡(柴 田抄)

Ltbeckノ 乳 見 ヨ リ分 離 シタ ル結 核 菌78株

ノ生 物 學 的 性 状 二就 テ

H.J.Tiedemannu.A.Htibener:Uberdie

biologischenEigenschaftenvon78ausden

LUbecker:SauglingenherausgezUchtetenTu-

berbazielensttimmen.

コ ノ仕 事 ノ・Hamburg・EpPendorfノ ドイ.ツ結核 研 究

所 ニ於 テ ナサv」(ル レモ ノ ニ シテLUbeck市 ニ 於 ケ ルレ

豫 防 接 種 災厄 事 件 ニ テ 罹 患 シ叉 ノ・死 亡 シク ルレ乳 見 ヨ

リ得 タ ルレ約 ソ均 一 ナ ルレ材 料 ヨ リ分 離 シタ ルレ78株 ノ結

核 菌 ニ就 テ ノ研 究 ナ リ｡

検 査 セ ルレ菌 株 ノ大 多 数 ハ 「モ ルレモッ ト」ニ封 シ テ病 原

性 ア リ、然 レ ドモ家 兎 ニ ノ・病 原 性 ナ シ｡コ ・ニ注 目ス

ベ キノ・人禮 二廣 汎 ナ ルレ、且 ツ急 速 死 ニ至 ラ シム ルレ結 核

症 ヲ惹 起 セ ル菌 株 ガ"「モ ルレモ ット」ニ ノ・極 度 ニ 緩慢 ナ

ルレ病 攣 ヲ 起 サ シム ルレ事 實 ナ リ｡重 症叉 ノ・死 亡 見 ヨ リ

分 離 シタ ルレ菌 株 ト輕 症 見 ヨ リノ 菌 株 ト ノ毒 力 ニノ・著

シ キ相 異 ナ シ｡是 等 ノ菌 株 ノ 「モ ルレモ ヅ ト」ニ封 ス ルレ

毒 力 ノ・甚 ダ大 ナ ラザ レ ドモ 確 實 ニ 存 在 セ リ｡注 射 サ

レタ ルレ動物 ・・菌 量 ニ ヨ リ邊 速 ア レ ドモ総 テ罹 患 シ緩



646 抄

徐 ナ ルレ結 核 症 ヲ起 シタ リ｡之 レBCGト ソ ノ趣 ヲ 異

ニ セ ルレ鮎 ナ リ｡78株 ノ内2株 ノ ミハ 動 物 ニ鍬 シ無 毒

ニ シテBCGト 同 檬 ナ リキ｡K…e1ノ 菌 株(註 、 當 時

L昭Ubeck/i業 室 ニ ア リタ ルレ弱 毒人 型 菌 ニ シテBCGト

混 同 セ ラ レタ リ トノ疑 ピ アルレモ ノ)ト 、 分 離 菌 株 ト ノ

毒 力 ノ差 異 ノ・明 ナ ラ ザ ルレモ 雨 者 が 同一 ナ リヤ 否 ヤ ノ・

噺 定 ス ルレヲ得 ズ ト｡爾 ホ 災 尼 ノ 原 因 問 題 ニ 關 シテ ノ・

Calmette氏 ノ圭 張 ス ルレBCGノ 非 病 原 性 ノ・固定 的

ナ リ トノ設 ニi封シ疑 義 ヲ述 ベ タ リ｡(柴 田抄)

弱 審 菌 ト シテ ルBCGハ 人型 菌 呂類 似 セ リ

AlexanderKomis:DerBCGalsabgesch・

wachterVirusistdemHumanus5hnlich.

或 ルレ學 者 がBCGノ 生物 學 的特 性 ヲ攣 化 セ シメ、 「モ

ルレモ ッ ト」ニ進 行性 結 核症 ヲ惹 起 セ シメ 得 タ リ ト云 フ

ニ封 ン、 他 方 ヨ リ彼 等 ノ・BCGト 人 型 結 核 菌 ト ヲ 混

合 セ ルレナ リ ト駁 ス ルレ者 ア リ、 然 レ ドモ 之 ノ・妥 當 ナ ラ

ズ｡牛 型菌 ト人型 菌 ト ノ 匠 別 ・・BCGノ 如 キ弱毒 ノ

モ ノニ於 テ ・・容 易 ナ ラズ 動 物 試験 ニ ヨ ルレモ 全 ク不 可

能 ナ リ、 ソノ・唯 弱 毒 菌 ガ 再 ビ強 毒 ノモ ノ ニ 憂 化 シタ

ルレ時始 メ テ ナ シ得 ルレ事 ナ リ｡著 者 ノ・BCGニ 人 型 菌

ガ混 入 シタ ルレ事 實 ハ何 慮 ニモ 無 カ リシ ヲ 確 信 ス、 ヵ

ク ノ如 キ ノ・経 験 ア ルレ學 者 ノ元 ニ ア リ テ 起 リ得 ルレ事 ニ

ア ラズ｡(柴 田抄)

結 核 症 ル 自家 血 清 及 ビ 自家血 液 療 法 トソ ノ

適 感 症 ニ就 テ

Vit6zIstvanJancs6:0berdieEigenserum

uEigenblutbehandlungderTuberkuloseund

ihreIndikation.

先 キ ニ(Beitr.Klin.Tbk.Bd.76,H・4-5)ニ 登 表 セ ルレ

著 者 ノ療 法 ニ就 キ補 足 セ ルレモ ノ ナ リ｡方 法 ニ ノ・血 液 、

或 ・・血 清 ノ ミ ヲ 使 用 ス ルレモ ノ、 及 ビ 雨 者 合 セ 用 フ ルレ

モ ノ トノ三 様 ア リ｡就 中圭 要 ナ ルレノ・血 清療 法 ナ ルレが

ソ ノ方 法 ・・8-10日 目毎 ニ當 該 患 者 ヨ リ血 液60一120

ccヲ 探 取 シテ 血 清 ヲ分 離 シ、 ソ ノ5-10ccヲ 隔E二

静 脈 ニ 注 入 ス ルレニ ア リ｡著 者 ノ記 載 ニヨ レバ 患 者 ニ

ノ・反 鷹 ト シテ脱 力、疲 勢 、嗜 眠 等 ノ全 均 症 状 起 ルレ、 爾

ホ熱 ハ稀 レニ重 症 患 κニ於 テ現 ノ・レ 悪 寒戦 標 ト共 ニ

40｡C二 上 昇 ス ト云 フ、 数 果 ニ就 テ ノ・首 肯 ス ベ キ記 述

ヲ見 ズ｡(柴 田抄)

静 脈 内 二注 入 サ レ、白血 疎 二喰 鑑 セ ラ レ タル

異 物粒 子 ル結 核 罹 患 肺 臓 内抑 留 二就 テ

PhilipPSpanier:UberdieSpeicherungin一
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traven6seingebrachter,vonLenkocytenpha・

gocytierterFremdeK6rpercheninTuber・

ku16senLungen.

著 者 ノ・曇 キ ニ異 物 ヲ員 荷 セルレ 白血 球 ヲ 健 常 動 物 ノ静

脈 内 ニ注入 ス ルレ時 ノ・白血 球 ・・肺 ニ逡 ラ レテ コ ・ニ留

置 セ ラ ルレ・ヲ 實 験 シ、 之 レヲ 利 シテ 治 療 的藥 物 ヲ肺

臓 ニ直 接 ニ 逡達 シ得 ル ヤ ノ 意 圖 ヲ登 表 セ リ｡今 同 ノ・

肺 が結 核病 攣 ニ侵 サ ルレ ・モ爾 ホ 上述 ノ機 能 ヲ失 ノ・ザ

ルレヤ 否 ヤ ヲ明 カニ セ ン トセ ルレモ ノ ナ リ｡

實 験 、 生理 的食 盛 水 ヲ 健 康 家 兎 ノ 腹 腔 ニ注 射 シ テ滲

出液 ヲ生 ぜ シメ24時 間 後 腹 腔 ニ「カルレ ミン」叉 ノ・獣 炭

末 ノ浮 游液 ヲ注 入 、 更 ニ24時 間 ノ後 、 圭 トシテ 畏物

ヲ貧 喰 セルレ 白血 球 ヨ リ成 レルレ滲 出液 ヲ探 取 シ、 充 分

洗漁 ンテ浮 游液 ヲ作 リ、 豫 メ 結 核症 ニ 罹 患 セ シメ タ

ルレ試験 家 兎 ノ 耳静 脈 ニ 注 射 ス、 コ ノ注 射後5分 乃 至

12日 ノ種 々 ノ間 隔 ニ テ撲 殺 剖 楡 セ リ｡

結 論、 肺 臓 ハ健 康叉 ノ・結 核 罹 患何 レ ニ 於 テ モ血 液 中

ニ循 環 セ ルレ異成 分 ヲ 抑 留 ス ルレ機 能 ニ ヨ リテ物 質 輸 逡

上 重 大 ナ ルレ役 目 ヲナ ス｡コ ノ抑 留 作 用 ノ・結 核罹 患 肺

ニテ ノ・健 常 時 ヨ リモ遙 カ ニ弱 シ、結 核 肺 ニ テ ノ・、細 胞

ヲ介 シテ迭 致 セ ラ レタ ルレ物 膿 ノ・圭 トシテ 結 核 病 竈 ニ

接 近 セルレ部 位 ニ 留 置 セ ラ ルレ、 然 レ ドモ 壇 殖 性 炎 症 ノ

場 所 ニモ物 質 ノ粒 子 ヲ 詮 明 セ ラ ルレ、 抑 留 セ ルレ物 質 ノ

放 出機 轄レ・結 核 肺 ニテ モ 健 常 肺 ト異 ナ ルレ塵 無 ケ レ ド

モ唯 結 核 肺 ニ テ ハ 急 速 ニ進 行 シ早 ク 終 了 ス、 然 ジテ

肝 臓 ニ 途 ラ レク ルレ粒 子 ノ・ヨ リー 層 早 ク 現 ノ・レ且 ツ清

失 モ速 カナ リ｡白 血 球 ノ 蓮 搬 作 用 及 ビ肺 臓 ノ抑 留 作

用 ・・結 核罹 患 ノ場 合 ニ於 テ モ亦 立謹 セ ラ ルレ｡(柴 田抄)

L.Bard月 分 類 二則 リ タル質 的「レ ンkゲ ン」

診断

St.Dedic:DiequalitativeR6ntgendiagnose

inRahmenderKlassifikationvonL.Bard.

質 的 「レン トゲ ン」診 漸 ノ使 命 ハ肺 結 核 症 ノ色 々ナ ルレ

上 線 像 ヲ病 理 解 剖 學 的 見解 ニ ゴ リテ 匝 別 シ、 之 レニ

依 ツ テ臨 肱 所 見 ト相 封 照 シテ 具禮 的 病 例 ニ 就 テ ソノ

眞 ノ性 状 ヲ 確 定 ス ルレニ ア リ｡從 テ 斯 ノ如 キ診 噺 ノ、病

理 解 剖 二 牒礎 ヲ置 ク 肺結 核 ノ分 類 ノ規 範 内 ニ於 テ ノ

ミ可能 ナ ルレノ・論 ヲマ ク ズ｡

然 ルレニ現 在 ノ・一般 ニ 承 認 セ ラルレ ・分 類 法無 ク 諸 説 紛

糾 シテ 「レ ン トゲ ン」學 者 モ亦 ソノ渦 中 ニ 引 キ入 レラ

ルレ ・有 様 ナ リ｡コ ノ論 争 ノ 中 心 ヲ ナ セ ルレノ・多 岐 ナ ルレ

肺 結 核 症 ノ形 態 ヲ 畢 ニ滲 出性 ト増 殖 性 ト ノ ミニ蹄 ス
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ルレニ 元 論 ニ テ解 繹 ス ベ キ モ ノ カ否 カ ノ問 題 ナ ルレが、コ

ノニ 元 論 的分 類 ハ實 地臨 林 家 が 症 例 ノ眞 ノ性 状 ヲ推

測 ス ルレニ極 メ テ 不 充 分 ナ リ｡多 ク ノ 「レ ン トゲ ン」學

者 ノ・他 ノ分 類 ニ則 リテ 從 來 ノ質 的 診 噺 法 ヲ是 正 セ ン

ト試 ミツ ・ア リ、 著 者 ノ・LBard氏 ノ分 類 ノ、概 子 コ

ノ 目的 ニ 適 フ モ ノ ト信 ジ、 以 來 之 レニ基 キ テ 診1漸 ヲ

下 シ居 レ リ｡コ ノ分 類 ノ 圭 ナ ルレ長 所 ノ・Bard氏 ガ・肺

結 核 症 ヲ多 岐 多 端 ナ ルレ病 理 解 剖 的 攣 化 ト シテ 把 握 ジ

タ ルレ鮎 ニ存 シ、 從 テ 性 質 経 過 ノ 互 ニ異 ナ レルレ臣訓 木所

見 ニ 適 合 セ ルレ病 型 ヲ定 メ得 タ ル ナ リ｡以 下 ソノ病 型

ニ就 キ詳 説 セ リ｡(柴 田抄)

滲 出 性 肋膜 炎 ル原 因 及 ビ獲 病 論 ル補 追

D.Orosz:Beitr乞geZurAtiologieupatho・

genesederplenritisexsudativa

原 登 性 若 ク ・・特 獲性 肋 膜 炎 ノ如 キ 現 今 ノ學 理 ニ適 合

セ ザ ルレ名 稽 ノ・漸 ク 文 献 ヨ リ清 失 シツ ・アルレモ ノ ・如

シ｡

滲 出 性 肋 膜 炎 ・・縛 テ ニ 次 的 ニ起 リ、 ソノ 少 数 ノ ミ非

特 異 性 疾 患 ニ テ 惹 起 セ ラルレ ・モ大 多数 ・・結 核 性 原 因

ニ ヨルレ、 而 テ ソノ 後 者 ニ ノ・結 核 毒 素 性 ノモ ノ ト結 核

菌 性 ノモ ノ ヲ 匠別 ス ルレヲ得 、 外 ニ少 数 ノ 混 合 型 モ存

在 ス ベ シ｡

1923-1929年 ノ間 ニ観 察 シタ ルレ15歳 以 下 ノ小 供 ノ滲

出性 肋 膜 炎130例 中著 者 ノ・確 カニ 「ツ ベ ルレク リ ン」陰

性 ノ モ ノ5例(3.8%)ヲ 獲 見 シ ク リ、 是 等 ノ・全 ク肋 膜

ノ非 特 異 性 刺 戟 ヲ 原 因 トス ルレモ ノ ト思 ノ・ルレ｡125名

(96.2%)ノ ・「ツ ベ ルレク リ ン」陽性 ナ リ、ソノ内6例(4.6

%)ノ ・非 特 異 性 ノ急 性疾 患 ニ際 シテ起 レルレモ ノナ ルレが

故 ニ ソノ原 因 ノ・疑 問 ナ リ、 故 ニ 結 核 性 ト認 ムベ キ モ

ノ ノ・116例(91.5%)ナ リ、 而 シテ 臨休 上 意義 ア リ ト

思 ノ・ルレ … 、 コ ノ群 中 ノ47例(39%)二 ・・肋 膜 炎 ノ現

ノ・ルレ・以 前 ニ結 核 症 状 ヲ詮 シ得 ク ルレ事 實 ナ リ｡

從 來 ノ 結 核 病 期 分 類 ト臨 肱 ノ 實 際 トヲ参 照 シテ著 者

ノ・肋 膜 炎 ニ、 第 二前 期 、第 二 後 期 、第 三期 ヲ医 別 ス ルレ

ヲ ヨン ト考 フ、 第 二 前 期 肋 膜 炎 ノ、殆 ド縄、テ 結 核毒 素

性 ニ シテ第 三 期 ・・維 テ 結 椥 揃性 ナ リ、 第 二 後期 肋 膜

炎 ニ ・・雨 性 ノモ ノ混 在 ス｡(柴 田抄)

興 味 アル肋 膜 ノ石 茨 化 ル藪 例 二就 テ

M.J.Goldstein:Ubereinigeintressante

FδllevonPleuraverkalkung.

5例 ヲ報 告 ス、内 二 例 ノ・傷 創 ニ原 因 セ ルレモ ノ、第 三 例

ノ・膿 胸 ノ 結 果 生 ジタ ルレモ ノ ・如 ク、 他 ノニニ例 ノ・既 往
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ニ於 テ 長 期 ノ肋 膜 炎 ヲ 経 過 セ ルレモ ノナ リ｡爾 ホ是 等

ノ患 者 ノ血 液 及 ビ 尿 中 ノ石灰 量 ノ・異 状 ナ カ リキ｡」 ピ

線 爲 翼 ヲ載 セ ァ リ｡(柴 田抄)

藪 種 ル藥 物 及 ビ色素 ル喀 疾 内 排 泄

JoachimHerms:DieAusscheidungeiniger

MedikamenteuFarbstoffeimSputum.Ein

BeitragzumStudiumderExpektration.

絃 疾 作 用 ヲ非 生理 的 障 碍 ヲ與 フルレ事 ナ ク 量 的 ニ 看 取

セ ン ガ爲 ニ、経 口 的 ニ與 ヘ タ ルレ物 質 が喀 疾 中 ニ 出現 ス

ルレ獣 態 ヲ時 間 的 ニ追 及 セ リ｡先 ヅ 透 析 試験 ニ屡 く使

用 セ ラルレ ・色 素 、 次 デ種 々 ノ藥物 ニ就 キ實験 シタ リ｡

絃 疾 作 用 ・・機 械 的 ニ 咳1漱運 動 ノ ミ ニ ヨ リテ、 叉 機 能

的 ニノ・氣 管 枝 ノ積 極 的協 力 ニ ヨ リ設 明 セ ラ ルレ｡

氣 管 枝 粘 膜 ノ透 過 性 ノ・唾 液 腺 及 ビ胃 ノ 上 皮細 胞 ノ ソ

レ ト著 シクー 致 セ リ、 炎 症 ヲ起 セ ルレ氣 胞 ノ 上皮 ・・陰

「イ オ ン」ヲ透 過 セ シム ルレモ陽 「イ オ ン」ニ劉 シテ ノ・不

定 ナ リ｡人 膿 ニ就 キ テ ノ 透 析 實験 ニ特 ニ 適 ス ルレモ ノ

ノ・陰 「イ オ ン」 ニ テノ・「サ リチ ルレ」酸 、 叉 陽 「イ オ ン」ニ

テ ノ、「ア ンチ ピ リ ン」ナ リ｡

「サ リチ ルレ」酸 ノ ミ ノ反 鷹 ニ テ 軍 ニ 氣 管 枝 炎 ノ ミナ リ

ヤ 」叉肺 組織 ノ疾 患 ナ リヤ ヲ厘 別 ス ルレヲ得｡

叉 「サ リチ ルレ」酸及 ピ 「ア ンチ ビ リ ン」ノ喀 疾 内 排 出 ヲ

時 間 的 ニ観 察 シテ 喀疾 保 持 力 ノ試 験 ヲ行 フ ヲ得｡

卸 チi新ラ シ キ 肺 浸 潤 アルレ時 ノ・コ ノ藥 物 ノ 排 出時 間 ノ・

1-3時 間 ニ シテ 慢 性 呼 吸 器 疾 患 ノ場 合 ノ・之 レヨ リ遅

延 ス｡

肺 結 核 症 ノ際 ノ 排 泄 時 間 ハ 人 工 氣 胸 ノ成 功 セルレ場 合

明 カ ニ短 縮 ス、 但 シ1日 ノ喀 族 量 ノ・上 述 ノ 藥物 排 泄

時 間 ニ影 響 セズ｡(柴 田 抄)

重 症 肺 結 核 症 及 ビ 生 殖 器 不 全 獲 育 二 見 タル

赤 沈 速 度 酋 二 白血 球 像 ル正 常 値 二就 テ

TheodorViegener:NormaleWertederBI・

utk6rperchensenkungsgeschWindi:gkeitund

desWeiBenBlutbildesbeifortschreitenden

LungentuberkuloseundHypogenitalismus.

治療 炎数 セ ザ ルレ滲 出性 空 洞 性 肺結 核 症 患 者 ニ 於 テ赤

沈 速 度及 ビ白血 球 像 ガ 正 常 値 ヲ示 セ ルレ1例 ヲ報 告 セ

リ、 然 シテ コ ノ患 者・・生 殖 器 獲 育 不 全 ヲ併 合 セ ルレ貼

ノ・注 ロ ヲ要 ス ト｡(柴 田抄)

人 工 氣 胸 ヲ行 フ ニ當 リ消 審 ルヤ必 要 ナ リ ヤ?

J.Galpern:IstAseptikbeiAnlegungles

Ktinstlichenpneumothoraxn6tig?
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コ ノ質 問 ニ封 シテ ノ・今 更 苔 ヲ要 セ ザ ルレ筈 ナ ルレモ近 時

ノ讐 家 ハ之 レ ニ 充 分 ナ ルレ注 意 ヲ 佛 ノ・ザ ルレモ ノ多 シ ト

テ 自 ラ實 見 シク ルレ極 端 ナ ルレ事 例 ヲ 基 ゲ清 毒 ノ要 ヲ警

告 セ リ｡(柴 田 抄)

Wrisberg氏 ル寄 静 朋…肺 葉 ノ結 核 症

JohannCaselli:TuberkulosedesLobusve-

naeazygosvonWr正sberg

奇 静 脈 肺 葉 ノ・稀 有 ノモ ノ ニノ・ア ラ ザ ルレモ 屡 く見 ラ ルレ

モ ノ ニ モ ア ラ ズ、 從 來 報 告 セ ラ レタ ルレモ ノノ・ソ ノ 部

分 ニ病 攣 ア リタ ルレ例 ナ シ、 著 者 ノ1例 ノ・コ ノ 鮎 ニ テ

唯 一 ノモ ノ ナ リ｡(柴 田抄)

右 側 横 隔 膜紳 経 総 除 後 ル 噴 門 狡 窄 ル1例 ニ

就 テ

WilliBlask:UbereinenFallvonKardio・

spasmusnachrechtseitigerpherenicoexairese.

1例 報 告 ナ リ｡ (柴田抄)

横 隔膜 神 経 捻 除 後 月 廻 路 紳 経 障碍 及 ビ 頭 ル

ー一定 ワ姿 勢 ニ ヨ ル ソ ル代 償

G.Apitz:UberRecurrensschadigung(nach

parenicoexairese).undihreKompensierung

durchgewisseKopfhaltung.

右 側 ニテ 捻 除 術 ヲ行 ヒタ ルレ後特 有 ナ ルレ聲 音 ノ微 弱 ヲ

來 ジタ ルレモ 頭 部 ヲ 左方 ニ輔 ズ ルレカ 或 ノ・左 下 前 方 ニ斜

ニ曲 ゲ ルレ事 ニ ヨ リ通 常 ノ音 聲 ヲ螢 ス ルレヲ得 タ リ｡

(柴 田抄)

萬 能 特 二肺 臓 疾 患 ル 萎 縮 手 街 ヲ 目的 トス ル

新 式 手 術 毫

Viegener.NeuerOperationstischftiralle

Zwecke,besondersfUrKollapsoperationbei

Lungenerkrankungen.

臼 ラ考案 シク ルレi新式手 術 塁 ノ性 能 ニ就 テ述 ブ｡

(柴 田 抄)

ZeitschriftfUrTuberkuloseBd59｡H.5.1931

結核 卜榮養

WalterBlumenberg:TuberkuloseundEr-

n益hrung.

著 者 ・・四 種 類 ノ飼 料 ヲ用 ヒ テ 結 核 「モ ルレモ ッ ト」デ 實 験

シ 久 帥 チ 酸 性 食 、「ア ルレカ リ」性 食 、 食 藍 歓 乏 食 、 及

ビ 食 墜 ヲ 加 ヘ タ ルレ食 飼 ヲ用 ヒ タ.是 等 ノ 食 事 療 法 ニ

依 ツ テ 「モ ルレモ ッ ト」結 核 ノ 経 過 及 ビ 状 態 ニ ノ・認 ム 可

キ 關 係 ガ"ナ カ ツ ク｡血 液 ノalkalireserveノ 影 響 ノ・ア

ッ ク が 然 シ血 液 像 ニ ハ 何 等 ノ攣 化 ヲ 見 ナ カ ツ グ｡

酸 性 食 ヲ用 ヒ ク モ ノ ノ・動 物 ノ抵 抗 力 ガ 啓 通 食 及 ビ 「ア

ルレ カ リ」食 ヲ用 ヒ ク ルレモ ノ ヨ リ低 下 ス ルレ｡而 シ テ 結 核

ト・・直 接 關 係 ノ ナ キ 早 期 ノ死 亡 ガ起 ルレ｡(小 林 抄)

酸 性 食 二於 ケ ル 結 核1モ ル モ ッ 正・」 ノ 「ツ ベ ル

ク リ ン 」感 受 性

Ernst・He正nrichMicha}owsky:Tul)erkuline・

mpfindlichkeittuberXu16serMeersch、 、ein・

chen}i;eisauererKost.

著 者 等 ノ 實 験 ニ 依 レ バ 酸 性 食 ノ 結 核 「モ ルレモ ッ ト」 ノ・

過 度 ノ 酸 性 食 ノ動 物 及 ビ 善 通 食 ノ動 物 ヨ リ 「ッ ベ ルレク

リ ン」反 雁 力溺 カ ツ ク｡(・1・ 林 抄)

雨 側 人 工 無 胸 ノ症 例 報 告 及 ビ批 割

ErichSchuster:KasuistischesundKritis・

ciiesZurdopPelseitigenpneumuthoraxthe-

rapie.

1例 ハ左 側 ニ空洞 ヲ有 ス ルレ寝 出 性 ノ若 キ結 核 患 者 デ

ア ツ テ人 工 氣 胸 ヲ行 ヒ タ ルレ所 他 側 ノ肺 ニ 進 行 シタ、

夫 レ故 右 側 ヘ モ次 デ 氣 胸 ヲ行 ツタ ガ 最 初 ニ左 側 ニ浸

出液 が溜 ッ テ來 タ、 次 デ右 側 ヘ モ 浸 出液 ガ 溜 ツ テ來

ク、 然 シ此 合 併 症 ガ アルレニ モ 拘 ラ ズ 結 核 治 療 所 ニ於

テ保 守 的 ノ療 法 ヲ績 ケ ク所 が 治 癒 ノ傾 向 ニ 向 ツ テ來

ク、 而 シ テ今 日デ ・・豫 後 ノ・良 イ モ ノ ト考 ヘ テ居 ルレ｡

他 ノ1例 ノ・雨 側 ノ進 行 性 肺 結 核 症 ニ 雨 側 氣 胸 ヲ行 ツ

テ好 結 核 ヲ得 ク、 右 側 ノ 氣 胸 ノ・+6ノ 高 瞳 デ 少 量 ノ

空 敏 ガ這 入 リク ルレノ ミデ アツ ク が4-6週 ノ問 激 ヲ以

テ再施 行 ヲ行 ツ ク、 左 側 デ ノ・1000ccノ 空 氣量 デ常 ニ

陰 腿 デ ア ッ タ ガ2週 ノ問 歌 ヲ以 テ再 施 行 ヲ行 ツタ、一

側 デノ・陽 歴 デ ア ルレ他 側 ニ ハ 多量 ノ空 氣 ガ入 レテ アルレ

ニ モ拘 ラ ズ 再 施 行 ノ後 患 者 ノ・何 等 ノ苦 痛 モ ナ ク歩 イ

テ錦 ツ テ行 ツ ク、 全 経 過 中合 併 症 ヲ起 ス コ トモ ナ ク、

禮 重 モ徐 々ニ増 加 シテ甚 ダ良 好 ナ ルレ経 過 ヲ取 ツ タ｡

前 記 ノ2例 ニ於 テ表 ノ・レ タ ルレヵ"如 ク肺 ノ 員櫓 ニ封 シ

有 致 ナ ルレ劇1と療 法 ノ列 定 ノ・雨 側氣 胸 ノ際 ニノ、特 ニ鏡

イ臨 脈 的 及 ビ レン トゲ ン的襯 察 ニ ヨツ テ 定 メ 子 バ ナ

ラ メ.(小 林 抄)

繭側 氣胸 療 法 ノ追 加報 告

WalterG6bel:BeitTagzurdoppelseitigen

Pneumothoraxbehandlung.

雨 側 氣 胸 ノ適 鷹症 ノ・以 前 ヨ リ 昭1吻定 ム ルレコ トノ可能
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性 ガ アルレ、 最 初 ニ重 症 ナ ルレ側 ニ 氣 胸 ヲ 行 ヒク ルレ後 ニ

確 實 ニ適 鷹症 ト思 フ 場 合 デ モ 反 封 側 ニ氣 胸 ヲ行 フ可

キ ヤ 否 ヤ ノ疑 問 が 度 々起 ルレ｡此 疑 問 ノ 剣 定 ニ ノ・赤 血

球 沈 降 速 度 ノ状 態 ガ意 義 ヲ有 ジテ居 ルレ｡(小 林 抄)

流 行 性 感 冒 卜肺 結 核 症 ル追 加 報 告

R.Bihler:EinBeitragzuderFrageGri・

PPeund]Lungentuberkulose.

流 行 性 感 冒 ハ 肺 結 核 ニ悪 イ 影 響 ヲ 與 ヘ ルレ、 叉 肺 結 核

ガ感 冒 ト思 ノ・レルレ場 合 モ ア ルレ、 實 際 月市結 核 ル・感 冒 ト

似 タ状 態 デ 始 マ ルレコ トガ犠{ア ルレ、 此 事 ヲ 讐 師 ノ・常

ニ念 頭 ニ置 ク事 ニ依 ツ テ 肺 結 核 相 談 所 ノ 仕事 ガ"モツ

ト容 易 ニ ナ リ且 ツ敷 果 ガ 多 イ デ ア ラ ウ｡(小 林 抄)

「子 オ ン」
、「ア ル ゴ ン」、「ヘ リ ウ ム」瓦 斯 ヲ以

テス ル肺 結 核 ノ人 工 氣 胸 療 法

VladasKairiukschtis:VersuchemitNeon・ ,

Argon・undHeliothoraxanLungentuberku一

lose.

通 常人 工 氣胸 ニ用 ヒ ラ レルレ 空 氣或 ・・窒 素 等 ヨ リ吸牧

サ レルレコ トノ少 ナ イ高 債 ナ ルレ瓦斯 ヲ用 ヒテ實 験 シク、

第1例 ノ・肺 結 核 患 者 ノ胸 腔 内 へ 空氣 、「ア ルレゴ ン」、「子

オ ン」、 「ヘ リウ ム」、 瓦 斯 ヲ順 次 ニ迭 入 シタ.

第2例 ノ・窒 素 ト「子 オ ン」瓦 斯 トヲ同様 ニ逡 入 シ4zft

武 斯 吸 牧 ノ列 定 ノ・、 レ ン トゲ ン像 ノ上 デ 平 面 的 一 計

ツ タ、 第1例 デ ノ・胸 腔 内 ニ 「子 オ ン」五斯 が最 モ永 ク

吸 牧 サ レズ ニ居 タ、「ヘ リウ ム」瓦 斯 之 レニ次 ギ空 氣 ハ

速 カ ニ吸 牧 セ ラ レク、 「ア ルレゴ ン」瓦 斯 ・・空 氣 ヨ リ術

ホi速カ ニ吸 収 セ ラ レタ｡

第2例 デ ノ・「子 オ ン」瓦 斯 ・・窒 素 ヨ リ永 ク吸 牧 セ ラ レ

ズ ニ居 ク、 肺 結 核 ノ虚 脱療 法 ノ 際 ニ 「子 オ ン」瓦斯 ハ

代 表 的 ノ モ ノ ト云 フ コ トが出 來 ルレ｡(小 林 抄)

相 談 所留 師 ル立場 ヨ リ 見 タ ル 治 療 所 二於 ケ

・ル開 放 性 及 ビ非 開 放 性 結 核 患 者 ル分 離

B.Paetsch:DieTrennungDerOffenen

Tuberkuldsenvondengeschlosseneninden

StandpunktdesFtirsorgearztesaus.

實際 ノ結 核 相 談 所 ノ経 験 ノ 上 カ ラ見 テ 肺結 核治 療 所

ニ於 テノ・開放 性 結 核 ト非 開放 性 結 核 トヲ 分 離 シナ ケ

レバ ナ ラ ナ イ、 開放 性 結 核 ト非 開放 性 結 核 ト ヲ無 秩

序 ニ牧 容 ス ルレコ トノ・衛 生 的 ニ 不 良 デ アルレ、 開 放 性 結

核 ト非 開放 性 結 核 トヲ 分離 ス ルレコ トニ依 ツテi新 シキ

感 染 ヲ防 グ コ トが 出來 ルレ、 」叉精 神 的 ニ モ 重 要 ナ ルレ敷

果 ガ アルレ｡(小 林 抄.1

前 文 二剴 ス ル反 駁 及 ビ結 論

GustavBaer:Entgegnungaufvorstehen-

denArtikelundgleichzeitigSchlutBwort

Paetschノ 云 フ様 ニ理 想 的 ニ 建 築 セ ラ レタ ルレ療 養 所

ニ 開放 性 結 核 ト非 開放 性 結 核 トヲ 分 離 シテ 牧 容 ス ルレ

時 ハ傳 染 ノ危 瞼 ハ確 カ ニ少 ナ クセ ラルレ ・デ ア ラ ウ ガ、

之 レニ封 ス ルレ多額 ノ費 用 ・・此 危 瞼 ヲ 除 ク コ トニ相 當

シテ居 ルレデ ア ラ ウ カ、 反 ツ テ 實 際 ノ 社 會 的 結 核 豫 防

事業 ニ封 ス ルレ利 盆 ノ・少 ナ クノ・アルレマ イ カ｡(小 林 抄)

A・Wolff-E正sner氏Santubenヲ 以 テ セル結

核 症 ル療 法

A.Eckstein:D正eBehandlungDerTuber・

kulosemitSantubennachProf.Dr.A.、Vo・

lff-Eisner

Santubenノ ・危 瞼 ノ少 ナ イ適 當 ナ ノレ「ツ ベ ルレワ リ ン」製

剤 デ ァ ルレ、 特 殊 ノ 刺 戟療 法 ノ 鷹 用 ニル、総 テ ノ場 合 ニ

適 當 デ アルレ、 一般 状 態.腱 温、喀 疾 量 ニ封 シ テ ノ・明 カ

ニ良 好 ナ ルレ 影響 ガ アツ ク、 局 所 反 鷹或 ノ・一般 反感 ヲ

起 シク モ ノノ・ナ カツ タ、 漿 液性 ノ 注 射 液 ノ・速 カ ニ吸

牧 セ ラ レタ｡`'小 林 抄)

AlbertBrecke十

Dr.albertBreckeノ ・1862年 ニHannolrニ 生 レ

テ1930年12月2g日 ニ 死 ンダ燭 逸 ノ優 レク ルレ,t:,!1核治

療 所 ノ讐 師 デ ア ツ テi蜀 逸 ノ培、日1核豫 防事 業 二封 ス ルレ功

積 ・・多 大くデ ア ルレガ"其傳 記 ヲSch6n!w1・ 療 養'11『ノBrU-

hlが 井 イ テ居 ルレ｡1小 林 沙)

結核專門外雑誌

初 期 襲 育 結 核 菌 ル形 態 學 的 楡 査

J.Oerskov:EinemorphologischeUntersu・

chungtiberdasInitialwachstumdesTuber・

1《elbazillus・Zentb1.f.Bak.Orig.Bd.123H.

5/61932.S.271

カ ー ン氏 ・・比較 的 古 キ成 熟 人型 菌H37培 養 ヲ以 テ 懸

漸 沐 ヲ作 リ 直 接 顯 徹 鋤 奔瘡 ニ 依 テ其 ノ狡削 九こ態 ヲ

i直究 シ ク｡氏 ノ・結 核菌 ノ・最 初 球 菌 状 ニ 分 裂 シテ之 が
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集 積 シテ 之 カ ラ 細 小桿 状 物 ヲ登 生 セ シメ テ途 ニ讐 通

結 核 菌 二成 熟 ス ルレノ ダ ト云 ツ テ居 ルレ｡

カー ンノ方 法 ノ・検 査 非 常 ニ 困難 デ其 ノ結 果 モ從 テ信

頼 シ得 ズヌ.結核 菌 ノ・若 キ培 養 ト古 キ 培 養 トノ・其 ノ状

況 大 ニ異 リカ ー ン氏 ノ云 フ所 ノ・古 キ 培 養 ヲ 用 ヒ タ爲

メ 死 菌 ノ 「デ ゲ 子 ラチ オ ンス フ オ ルレム」ヲ示 ス モ ノ ト

思 ノ・レルレ｡

著 者 ノ・結 核 菌 分 裂 ヲ検 ス ルレ爲 メ ニ次 ノ方 法 ヲ用 ヒ タ｡

ペ トロ フ叉 ・・レー ウェ ンス タ イ ン培 地 上 ニ約14日 間

培 養 シタ漁 潤 「パ ス タ ー」状 ノ若 キ「コ ロ ニー」カ ラ 「ペ

ト リシヤ ー レ」サ ウ ト ン寒 天 培 地 ニ菌 ヲ取 リ共 ノ表 面

ニ 平 等 ニ塗 ルレ｡其 ノ直 後 「ア ガー ルレ」 ヲ細 ク椴 子状 ニ

切 リ取 リ之 ヲ 「オ ブ エ ク ト」 ニ載 セ 弱廓 大 デ鏡 検 シ適

當 ノ部 ヲ選 ミ 次 ニ乾 燥 強 廓 大 デ 各個 ノ菌 ニ就 テ検 査

シ爾 ホ細 イ モ ノノ・「デ ツ キ グ ラ ス」ニ テ 掩 ヒ油浸 装 置

デ 検 査 ス ルレ｡前 述 ノ 「ア が一 ルレ」上 ニ塗 布 シタ結 核 菌

培 養 ノ・艀 竈 ニ納 メ翌 日24時 間 後 之 カ ラ再 ビ細 キ般 子

状 ノ 「ア ガー ルレ」 ヲ切 リ取 リ之 ヲ鏡 槍 シテ結 核 菌 ノ攣

化 ヲ槍 ス ル ノデ ア ルレ｡カ ク シテ 逐 日登 育 状 ヲ 追 究 ス

ルレ｡80株 ノ温 血 動 物 結 核 菌 圭 ト シテ 人 型 菌 ニ就 テ楡

査 シタ｡最 初 ノ・平 等 ニ 光 線 ヲ屈 折 ス ルレ桿 菌 ヲ見 ルレ｡

之 ノ・弧 ク 光線 ヲ屈 折 ス ルレ様 ニナ リ太 サ ト長 サ トヲ壇

シ三 四 日後 ニノ・共 ノ中央 ニ於 テ 分 裂 ヲ始 メ 互 ニ 相 移

動 ジテ大 叉 ノ・小 ナ ルレ角 度 ヲ 爲 ス ニ至 ルレ｡次 ニ共 ノ分

裂 線 ニ於 テー ニ ノ登 芽 ヲ起 シ 之 ノ・原 菌 ヨ リモ細 クY

V叉 ノ・H形 ヲナ シ此 ノ 現 象 ・・鳥型 菌 ニ著 明 デ アルレ｡

二 三 ノ菌 株 デノ・菌 分 裂 ・・完 全 デ角 形 成 ヲ起 サ ナ イ｡

伺 日 ヲ経 過 ス ルレ ト支 那 文 字形 トナ リ 之 以 上 古 ク ナ ルレ

ト検 査 ニ適 當 シナ クナ ルレ｡

最 初 ノ菌 ガ 古 イ培 養 カ ラ 取 ルレト願 粒 状 ノ モ ノ が多 ク

之 ノ・カー ンノ唱 ヘ タ 分 裂形 ニ 等 ンイ モ ノデ ア ルレガ著

者 ・・之 カ ラ桿 菌 ノ 登 生 シタ ノヲ 見 ナ イ｡然 シ液 膣 懸

滴 標 本 デ ノ・日ガ経 ッ ト願 粒 ノ周 困 ニ大小 種 々 ノ桿 状

物 が現 レルレガ之 ノ・結 晶 ノ析 出 デ ア ルレ｡

死 菌 デ モ同 様 ノ現 象 ヲ起 ス｡

「メ チ ー レ ン ブ ラ ウ」 デ染 ルレ ト桿 菌 ノ・染 リ難 イ ガ願 粒

状 物 ノ・易 ク染 リ抗 酸 抗 「アル コー ルレ」性 ノ・瓢 粒 状 物 ニ

少 イ｡

故 ニ カー ン ノ唱 フ ルレ特別 結 核 菌分 裂法 ノ・認 メ ルレコ ト

ガ 出 來 ナ イ｡(原 澤 抄)

新 培 養 基 卜結 核 菌 ル分 離 法

A.M.Wahby:Newmediumandtreatment

録 【第10・ 巻

foTisolationoftuberclebacilli.(Centbl.f,

Bak.Orig.Bd.123,H.7181932・S・504・)

i新培 地

蒸 瑠 水100.0配 母 「エ キス」2.0「AQプ トン」2・0「 グ

ルレコー一一ic"」1.0、 以 上 ヲ ヨク 溶 解 ス ルレ迄 加 熱 シ之 ヲ重

湯 煎 上 ニ加 温 セ ルレ鍋 中 ニ注 ギ別 ニ10瓦 ノ馬 鈴 薯粉 ヲ

50α α ノ冷 蒸 水 ニ浮 游 セ ジメ タ モ ノ トヲ相 混 ズ｡以 上

ノモ ノ ヲ10乃 至15分 煮 沸 シ50度 ニ冷 シ卵 黄8ケ ヲ

加 へ 「ガー ゼ」ニテ濾 過 シ之 ニ5%ノ 「グ リセ リン」 ヲ

注 加 シ新製 ユ.%ノ 「ブ リ リヤ ン トグ リユ ー ン」ヲ培 地

ニi封 シテ3.Oaα ヲ入 レルレ｡PH・ ・6・9乃 至7・0中 和 ニ

ノ・苛 性 暫 達 ヨ リモ苛 性 加 里 ノ方 ガ ヨイ｡以 上 ノ 材 料

ノ・5-7c.c.宛 試験 管 ニ分 注 シ テ血 清 凝 固 器 デ80度1時

間 翌 日 ヵ ラ2日 間75度1時 間2同 滅 菌 シ テ 斜 面 ト

ス ルレo

培 養 セ ン トス ルレ材 料 ノ・5.6%苛 性 加 里 液 ヲ加 ヘ ヨ ク

混 合 シ1分 間3000廻 輔 ノ遠 心 器 ニ5分 間 カケ其 ノ沈

渣 ヲ取 リ之 ニ7%ノ 亜 酸 ヲ加 ヘ テ ユ5分 間 ヨ リ混 合 シ

其 ノ後 遠 心 沈 澱 シ沈 渣 ヲ 中 和 ス ルレコ トナ ク 培 地 ニ植

エ ルレ｡(原 澤 抄)

動 物 實 験 及 培 養 試 験 ル能 力比 較

Prof.Dr.E.L6wenstein:VergleichderLei・

stungsf益higkeitvonTierversuchundKultu・

rverfahren.(Centbl.f.Bak.Orig.Bd123H.

7/81932S.510)

結 核 菌 ・・動 物 ノ種 類 及 個膣 ニ ヨ リ 其 ノ毒 力 ヲ 異 ニ シ

ヌ.結核 菌 ノ 種 類 及 菌 株 ニ ヨ リテ モ 病 攣 程 度 ノ 差 ヲ見

ルレ｡

著 者 ノ結 核 菌 分 離 培 養 法 ハ 此 ノ鮎 ヲ補 ヒ動 物 試 験 ヨ

リ明 ニ優 秀 ナ ルレ結 核 菌 誰 明 法 タ ルレコ トヲ知 ルレ｡

流 血 中 ヨ リ結 核 菌 ヲ培 養 ス ルレ場 合5-10c・ α ノ血 液 二

10%ノ 絢 滋 酸 曹 蓬 液3αc.ヲ 加 へ 之 ヲ 遠 心沈 澱 シ上 清

ヲ捨 テ 之 ニ酷 酸 液 ヲ加 へ 溶 血 セ シメ ルレ｡酷 酸 ノ代 リ

ニ2%ノ 「サ ポ ニ ン」液 ヲ用 ヰ テ ヨクヌ,ノ・雨 者 ヲ混 用

シテ モ ヨ イ｡「 サ ポニ ン」液 ヲ用 ヰ タ時 ノ・「コ ロニ ー」

ハ漁潤 性 デ ア ルレ｡溶 血 シク 沈 渣 ヲ 食 盤 水 ニ テ ヨク洗

豪條 シテi著者 ノ 「ア スパ ラ ギ ン」卵 培 地 ニ植 エルレ｡

皮 膚 結 核 患 者 血 液 ヨ リ結 核 菌 ヲ 詮 明 セ シニ 培 養 デ ノ・

10例 中全 部 陽性 動 物 試 験 デ ノ・3例 ダケ 陽性｡多 號 性

關 節 炎 血 液38例 中培 養37例 陽性 、 動 物 實験 デ ノ・21

例 ダケ陽 性 ヲ見 タ｡(原 澤 抄)

S.H.G.食 餌 ル作 用機 韓 二就 テ
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Dr・EithKorvin:ZurWirkungsweiseder

S・H・G.・DiatKritikderAusftihrungende

Raats・(W.K.W.Nr.5.1932S.144)

S・H・G食 餌 療 法 ノ作 用 機 輔 ニ就 テ ノ・先 ヅニ ツ ノ問

題 ガ考 ヘ ラ レル｡第 一 ニ攣 ヘ タ食 餌 デ 如 何 ナ ルレ攣 化

ガ 個膿 ニ起 ルレヵ｡第 ニ ニ此 ノ個 膿 ノ攣 化 ガ 疾 病 及 病

ノ治 癒 ニ如 何 ニ 作 用 ス ルレカデ アルレ｡第 一 ノ 問題 ニ就

テ ノ斗次 ノ諸 説 ガ ア ルレ｡

ザ ウエ ルレブ ルレツ フ 及 ヘ ルレマ ンス ドルレフ エルレノ・無 亜 食

事 ニ依 テ液 腔 ヲ 酸 性 ニ輔 化 セ シメ ルレ ト云 ツ テ 居 ルレ｡

然 シ ラ ンゲ ルレ及 ベ ルレグ ノ・此 ノ食 事 ノ・酸 性 ヨ リモ寧 ロ

「ア ルレカ リ」性 ニ働 クコ トヲ 詮 明 シ ク
｡カ イ ニ ング及

ホ ッ プ ノ・食 盛 昧 乏 ニ ヨ リ膿 液 中 ノ 「カチ オ ン」 ノ關 係

ガ攣iッ テ來 ルレ ト云 フ｡エ ジオ 子 ツ ク ノ・無 藍 食 餌 ニ ヨ

リ細 胞 ガ活 動 性 ニ ナ リ結 核 ニi封ス ルレ防禦 物 質 ヲ分 泌

ス ルレニ至 ルレト唱 ヘ タ｡

ボ ンメ ルレノ・皮 膚 血 管 及 其 ノ反 磨 力 ガ 此 ノ食 事 療 法 二

依 テ 尋 常 二餓 ルレ ト云 フ｡

第 ニ ノ問 題 二 就 テ ノ・ザ ウエ ルレブルレツ フ、 ヘ ルレマ ンス

ドルレフ エ ルレ、 カイ ニ ング、 ホ ッ プ 及 ボ ンメ ルレノ・膿 液

攣 化 ニ コ リ結 核 菌 ニ 適當 ナ ルレ培 地 ヲ 與 ヘ ザ ルレニ至 リ

爲 メ ニ結 核 が 治 癒 ス ルレ ト云 フ｡エ ジ オ 子 ツク ノ・皮 膚

細 胞 ヨ リ 「ツ ベ ルレク ロ リジ ン」ヲ分 泌 ン結核 菌 ヲ殺 ス

爲 メ デ アルレ ト圭 張 シタ｡

ラー トノ・S・H.G食 餌 中 ニ多 量 ニ ア ルレ植物 性 蛋 白質

ガ腸 デ分 解 シ 「フ エ ノ ー ルレ」 トナ リ之 ガ吸 牧 サ レテ結

核 菌 ニ作 用 シ之 ヲ殺 ス ガ 爲 メ ニ病 竈 ノ 治癒 ヲ起 ス ト

云 フ｡叉 氏 ノ・無亜 食 事 ニ ヨ リ胃 酸 ノ 分 泌減 少 シテ 共

ノ「フ エ ノ リザ チ オ ン」ヲ助 ケ ルレ ト幕 シテ居 ルレ｡

本 著 者 ・・ラー トノ説 ヲ槌 ムルレ 爲 メ ニ 次 ノ 實 験 ヲ行 ツ

タ｡無 亜 食 事 が 胃酸 分 泌 ニ影 響 スルレ事 ノ・實 験 上 及 臨

躰 上 謹 明 サ レナ イ カ ラ之 ニ就 テ ノ検 討 ノ・行 ノ・ズ 「ア ウ

トフ エ ノ リザ チ オ ン」ニ就 テ試 験 シク｡

吸 牧 サ レタ 「フ エ ノー ルレ」 ノ・腎 ヨ リ尿 中 ニ排 出 セ ラ ルレ

ベ キ デ ア ルレカ ラ著 者 ノ・患 者 ノ尿 中 ニ 「フ エ ノー ルレ」 ノ

存 在 ヲ調 べ タ｡「 ルレー プス 」患 者24例 ニ就 テS.H.G,

食 餌1乃 至24ケ 月 持績 シタ モ ノ ・尿 ヲ検 シタ トコ ロ

22例 ・・陰 性 デ5ケ 月食 餌 療 法 ヲ行 ッ ク モ ノ1例 ノ・常

ニ 「フエ ノー ルレ」陽性 デ他 ノ4ケ 月 治療 シタ モ ノ1例

ハ唯1回 「フエ ノー ルレ」陽 性 ヲ示 ・yクノ ミデ アツ タ｡

故 ニ ラー トノ 「ア ウ トフ エ ノ リザ チ オ ン」説 ル、否定 セ

ラ レルレ理 デ ァルレ｡
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本 食 餌 療 法 ノ・一 般 ノ 盟 質 攣 化 デ ア ルレ如 ク 思 ノ・ レ ルレ｡

(原 澤 抄)

S.H.G.食 餌 ル作 用 機 韓 二 就 テ

0.LE.deRaadtZurWirkungsweiseder

S.H.G.・Di乞t｡ErwiederungaufdieArbeit

Korvins｡(W.K.W.Nr.5,1932,S.146)

コ ルレ ビ ン ス 氏 ノ 論 丈 ニ 答 ヘ タ ルレモ ノ ニ シ テ 氏 ノ 論 旨

及 實 験 方 法 ノ不 完 全 ヲ指 摘 シ 「フ エ ノ ー ルレ」ノ 「ルレー プ

ス 」ニ有 数 ナ ルレコ ト ヲ圭 張 シ 「フ エ ノ ー ルレ」ノ ミ ヲ與 ヘ

タ ルレ 「ルレー プ ス 」 患 者 ガS.H.G食 餌 療 法 ヲ 施 シ タ 患

者 ヨ リモ 好 成 績 ヲ示 シ タ ト記 シ テ 居 ルレ｡(原 澤 抄)

「ロ ピ オ ン」ヲ以 テ ス ル 結 核 金 療 法 二 就 テ

EgonWaltchundDr.OthmarWeiB二Uber

GoldbehandlungderTuberkulosemitLop-

ion.W.K.W.Nr.13.1932S.394

「ロ ビ オ ン」Lopionノ ・無 毒 性 金 化 合 物 ト シ テ 結 核 ノ

　

治 療 二Bayer・MeisterLuciusカ ラ 登 費 サ レ テ 居 ルレ｡

其 ノ化 學 式 ノ・

C6H・<蹴H
ゲNQSAu)認 鯉 憲譜

ト云 ノ・レルレ｡

i著者 が「ロ ビオ ン」デ治 療 シク症 例 ノ・肺 結 核57例 及 紅

斑 性 狼 瘡1例 デ ア ルレ｡1例 ノ・全 ク 「ロ ビオ ン」注 射 ニ

堪 エズ、 欝 メ ニ治 療 ヲ中止 シク｡爾31例 ノ・現 在 治 療

中 デ ア ルレ｡57例 中12例 ・・喉頭 結核1例 ・・徽 毒 ヲ合併

シテ 居 タ｡増 殖型10例 其 ノ 中5例 ノ・空 洞 ヲ有 シ、 混

合 型40例 中35例 ・・空 洞 ヲ認 メ タ｡5例 ノ・ 「ベ ンチ」

性 空 洞 性遜 化 ヲ示 シタ、 「ロ ピオ ン」 療 法 ト共 ニ虚 脱

療 法 ヲ行 ツタ モ ノ9例｡尚9例 ハ 同時 ニ 「ア ルレぜ ン」

ノ注 射 ヲ行 ヒ2例 ノ・「ガメ ラ ン」ノ塗 擦 療 法 ヲ行 ツ タ｡

1例 ノ・多 量 ノ疾 ノ爲 メ ニ 「ク ロー ルレカ ルレチ ウム」 ヲ注

射 シタ｡

喉 頭 結核 ヲ 有 ス ルレモ ノ ニハ ウエ ス レー氏 ノ 孤 光 燈 照

射 ヲ施 行 シ中2例 ニノ・乳 酸 デ 腐 蝕 シク｡2氏 反 晦 陽

性 者 ニ ノ・騙 微 療 法 ヲ併 用 シタ｡

1ロ ビオ¥」 ノ・0.01瓦 カ ラ始 メ1週 間 ノ間 隔 デ0.05宛

増 量 シ0・5ノ 極 量 ニ達 ス ルレ｡全 量 約4瓦 トナ リ14同

ノ注 射 デ4ケ 月 ヲ要 ス ルレ｡

然 シ著 者 ノ、2.5瓦 以上 ニ 達 シタ モ ノノ、25例 シ カナ カ

ツ ク｡

本 療 法 ノ・無 反 磨 ト云 フ理 ニハ行 カナ イ｡唯2例 ノ ミ

ガ全 ク障 碍 ナ ク治 療 ヲ 了ヘ ルレ事 ガ 出來 ク ノ ミデ アルレ｡



652 抄

禮 温 上 昇 が アツ テ之 ・・注 射 後1時 間 位 ニ 起 リニ 三 時

間 デ 下 降 ス ルレが二 三 日績 イ ク モ ノ ヲ3例 経 験 シタ.

」又屡{悪 寒 戦 標 ヲ見 ルレ｡時 ニ 獲 熱 ヲ件 ハ ザ ルレモ ノ モ

アルレ｡

頭 痛 、 四 肢 倦 怠 、 不 快 、 嘔 氣、 咳1漱壇 加 、 喀 褒 培 加

ガ"起ルレ事 ガ ア ルレ｡

或 ルレ婦 人 ・・「ロ ピ オ ン」注 射 ニ依 ツ テ下 痢 ヲ訴 ヘ ヌ,一

婦人 ・・胸 部 ニ帯 状 旬 行 疹 ヲ起 シタ.之 ノ・「サ ノ ク リジ

ン ト リフ ア ー ルレ」 療 法 ノ時 ニ モ認 メ タ.「 サ ノク リジ

ン「ト リフ ァー ルレ」治 療 ノ時 ニ 見 ルレ喉 頭 部 蜜 痒 感 ノ・ナ

イ｡叉 腎 臓 ノ障 碍 ヲ見 ナ カツ タ.

治療 ニ ヨ リ52例 中喀 疾 ノ消 失 セ ルレモ ノ8例 、 減 少 セ

ルレモ ノ16例 、不 憂18例 、 培 加10例 デ ア ルレ｡結 核 菌

ガ"疾中 ニ ア ツク モ ノ43例 中16例 ノ・陰 性 ニ ナ ツ ク｡

無 熱 ノモ ノ39例 中 退 院 時 有 熱 トナ レルレモ ノ5例 、 有

熱 者 ガ 無 熱 トナ リ シモ ノ8例 、 赤 血 球 沈 降 速 度 入 院

時 高 カ リシモ ノ42例 中尋 常 ニ ナ レルレモ ノ16例 、稽 く

低 クナ レルレモ ノ9例 、 不 墜14例 、 増 悪3例 デ アルレ｡

「レ ン トゲ ン」像 モー 般 ニ良 好 ニ ナ ツ ク
｡

全 般 カ ラス ルレ ト輕 快40、 不 墜13、 培 悪4例 デ アルレ｡

狼 瘡 患 者 ・・全 量4.35瓦 ヲ 注 射 ンク ガ何 等 ノ攣 化 が ナ

ヵツ ク｡腎 肝 ノ 疾 病 腸 結 核 喀 血 ノ 傾 ア ルレモ ノノ・禁 忌

デ ア ルレ｡ぐ 原 澤 抄)

皮 膚 病 患 者 流 血 中 結核 薗 置 明 法

(レ ー ウエ ンス ク イ ン氏 法)

Dr.JosefKonrad:UberdenTuberkelbazi・

11ennachsve正sausdemst6mendenBlutcrMe-

thodeL6wenstein)beiHauterkrankrankun・

gen(W.K.W.Nr.14,1932S.430.〕

52例 ノ皮 膚 結 核 及 非 結 核 性 皮 膚 疾 患 患 者 ヨ リ レー ウ

エ ンス ク イ ン氏 法 ヲ以 テ流 血 中結 核 菌 ヲ検 シク 庭22

例 ニ於 テ結 核苗 ヲ 謹 明 ジク｡其 ノ中3例 ノ・鳥 型 結 核

菌 デ ア ッ ク.共 ノ成 績 中 ノ圭 ナ ルレモ ノ ヲ 墾 グ レノミ尋

常 性 狼 瘡4例 ノ・全部 陰 性 、 結 核疹4例 全 部 陰 性 、 紅

斑 性 痕 瘡 ノ・7例 中6例 陽性 、 丘 疹 性 紅斑8例 中1例

陽 性 、顔 面 及 蝦 幹 痙 癒 、淋 巴 性 白血病 及再 獲性 慢 性 瀦

疹 各1例 ヲ検 シ金 部 陽性 等 デ アルレ｡

レー ウエ ンス タ イ ン氏 ・・流 血 中結 核 菌 ノ春 夏 二 多 ワ

秋 ニ減 少 ス ルレ事 ヲ 圭 張 セ ルレモ著 蓄 ノ實 験 ニ於 テ モ同

様 ノ關 係 ヲ認 メ ク｡(原 澤 抄)

結 核 性 皮 腐 病 患 者 血 液 ヨ リ ノ 結 核 菌 培養 問

題 二就 テ

録 【第10巻

Dr.K.Schreiner:ZurFragederZiichtung

vonTuberkelbazillenausdemBlutbeitu・

berku1δsenHautkrankheiten(W.K.W.Nr.

16,1932,S.488)

紅 斑 性 狼 瘡14例 、 尋 常 性 狼 瘡 及 頸 部 結 核9例 、 丘 疹

性 紅班1例 、多 形 溶 出性 紅 虎3例 、尖 形 紅 色 苔i癬1例

紅 色 枇 糠疹1例 、 計29例 中流 血 中 ヨ リ結 核 菌 ヲ誰 明

シ ク モ ノノ・唯1例 デ ア ルレ｡之 ノ・紅 斑 性 狼 瘡 患 者 デ 顔

面 及 手 掌 ノ モ ノノ・治 療 ニ ヨ リ既 ニ 治 シ足 部 及 下 腿 ニ

病 攣 ヲ有 シ 「ツ ベ ルレク リソ」反 慮1萬 倍 ニテ強 陽性 ヲ

呈 ジ、 肺 ニノ・古 キ病 竈 ヲ 「レ ン トゲ ン」ニ ヨ リ詮 明 セ

ルレノ ミ｡探 血時 ニル・獲 熱 シ居 タ リ｡(原 澤 抄)

皮 膚結 核 組織 ヨ リ レー ウ エ ンス タイ ン氏 法

ニ ヨル結 核 菌 培養 法

Dr.AugustMatras:DieTuberkelbazillenk-

ulturnachL6wensteinausdemGewebe

tuberkuldserHauterkranlくungen(W.K.W.

Nr.17,1932,S.524.)

結 核 皮膚 組織 ヨ リ レー ウ エ ンス タ イ ン氏 法 ニ ヨ リデ

結 核 菌 ノ 分 離 培養 ヲ試 ミク｡切 離 シ タ 組 織 片 ヲ成 可

ク脂 肪 ヲ除 キ 病 竈 部 ヲ ト リ之 ヲ細 挫 シ臼 ニテ磨 リツ

ブ シ徐 々ニ少1辻 ノ 生 理 的 食 璽 水 ヲ 加 ヘ テ 浮 游 液 ヲ作

ルレ｡之 ニ2乃 至3c・c・ノ15%硫 酸 水 ヲ加 へ10分 振 撮 シ

5分 間 遠 心 沈 澱 シテ 後 硫 酸 ヲ 捨 テ 生 理 的 食盤 水 ニ テ

洗 ヒ沈 渣 ヲ 卵 培 地 ニ植 エ ルレ｡同 時 ニ 叉 動 物 試 験 ヲモ

行 ツ ク｡

20例/皮 膚 結核 ヲ 検 シタ.尋 常 性 狼 瘡℃ 例 中3例 陽

性 、 皮 膚 疵 状 結 核7例 中例 陽 性,「 ス ク ロ フ ロ デルレム」

2例 結 核 性 潰 瘍1例 全 部 陽 性 、 バ ザ ン氏 ノ 硬 結 性 紅

斑2例 、 ベ ツ ク氏 ノ らレポ イ ド」2例 全部 陰 性 ヲ示 シ

ク｡

レー ウエ ンス タ イ ン氏 法 ノ・皮 膚 結 核 ヨ リ結 核 菌 ヲ分

離 ス ル ニ適 當 ナ ルレ方 法 デ ア ルレ｡(原 澤 抄)

皮 膚 結 核

Dr.0.Kren:DieTuberkulosekerHaut.

lW .KW.Nr.18,1932S.561)

皮 膚 結 核 ノ・皮 膚疵}りこ結 核 及 尋 常性 痕癒 以外 ノ・内 臓 結

核 ノ産 出物 ト思 ・・レルレ｡結 核 疹 ノ・毒 素 説 ト 菌 説 トガ

アルレガ後 者 ノ 方 ガ有 カ デ アルレ｡其 ノ根 櫨 ノ・次 ノ如 ク

デ ア ルレ｡

1.結 核 疹 ノ・結 核 性 個 膿 ニ見 ラ レルレ｡

2.新 鮮 ナ ルレ登 疹 ヲ組 織 的 ニ検 ス ルレト結 核 菌 ヲ見 之 ノ・
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血 管 ノ周 園 ニ無 反 磨 ニ叉 ノ・浸 潤 竈 内 ニ存 在 ス ルレ｡

3・ 大 丘 疹 性結 核 疹 カ ラ結 核 菌 ヲ培 養 シ得 ク｡

4・ 實 験 的 ニ臨 抹 上 及 鏡 検 上 結 核 疹 二類 似 ス ルレ病 竈 ヲ

動 物 ノ皮 膚 ニ起 ス コ トガ咄 來 ク.

5・ 結 核 疹 ト眞 ノ結 核 トノ移 行 型 ヲ 見 ルレ｡

5・ ク レ ン氏 ノ・レー ウエ ンス タ イ ン氏 ト共 ニ皮 膚 結 核

患 者 ノ血 液 カラ結 核 菌 ヲ培 養 ン得 ク ト報 告 シテ居 ルレ｡

結 核 菌 ノ・通 常 何 等 ノ障 碍 ヲ 起 ス コ トナ ク血 中 ヲ循 環

ス ルレモ血 流 ノ 緩 慢 ナ静 肱 毛 細 管 抵 抗 ノ 減 弱 シタ部 位

ニ沈 著 シ テ此 威 二病 竈 ヲ起 シ得 ルレノデ アルレ｡(原 澤 抄)

多 種 皮 膚 結 核 二 於 ケ ル レー ウ エ ン ス タ イ ン

氏 血 中 結 核 菌 培 養 成 績

AxclF.Mathiesen:ResultatemitderL6・

wensteinschenBlutkulturmethodebeivers一

chiedenenFormendeTHauttuberkulose.(W.

K.W.Nr.23,193飢S.719)

約10c・c・ノ血 液 ヲ 無 菌 的 ニ取 リ5%ノ 酷 酸10乃 至20

CC・ヲ混 ジ之 ヲ遠 心沈 澱 ン 上 清 ヲ捨 テ蒸 艦 水 デ 其 ノ沈

渣 ヲ2乃 至4回 洗瀞 ソ 灰 白色 ヲ 呈 ス ルレニ至 ルレ｡沈 渣

多 量 ノ時 ・・再 ビ酷 酸 ヲ作 用 サ セ ルレ｡カ ク シテ 「ヘ モ グ

nビ ン」及 酷 酸 ヲ除 ク｡全 沈 渣 ヲ培地 ニ植 工初 メ ノ24

時 間 ・・培 地面 ヲ水 平 ニ 共 ノ後 ・・垂 直 ニ保 チ 艀 竈 内 ニ

置 ク｡

培 地 ノ・「グ リセ リ ン」量及 加熱 温 度 ヲ注 意 ス ベ キ デ ア

ルレ0

51例 ノ諸種皮膚結核中13例 ニ於テ血中ヨリ結核菌 ヲ

=培養 シ得タ｡(原 澤抄)




